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ひなたぼっこ開放… 水～金曜日、全日午後→年齢制限なし
　　　　　　　　　毎週月曜午前→０～１歳児、毎週火曜午前→１～３歳児
　　　　　　　　　※★が付く日は移動開放日(午前)

…事前申し込み必要

 ～健診や子育て相談　★健康こども課☎482-2935 　  町 民  ～行政相談、人権相談　★環境生活課☎482-2934
 ～こども園、保育園開放　★川湯保育園☎486-9101　　  ～税の納期　★税務課☎482-2914
 ～子育て支援センター開放など　★子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667　　  ～イベント、その他

4月の予定

ＱＲコードを読み取っておうちでいつでもかんたん納税４月の町税などの納期限

❑ 問い合わせ先／役場税務課 
　　　　　　　　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。

　納め忘れのないようにしましょう。

▶軽自動車税 ４月30日㈭

１水  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

２木  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

３金  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

４土 おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）

５日

６月
 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

７火
 誰でも通園（９:00～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）
 ９・10ヶ月児相談（福祉センター・
10:00～）

８水

 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
遊んDay（10:00～／年齢制限なし）
※川湯保育園のみ
 ９・10ヶ月児相談（福祉センター・
10:00～）

９木  誰でも通園（９:00～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）

10金  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

11土 おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）

12日

13月
 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

14火  誰でも通園（９:00～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）

15水

 ひなたぼっこ開放（９:00～）
遊んDay（10:00～／年齢制限なし）
 乳児・３歳児健診（福祉センター・
９:00～)
 フッ素塗布（福祉センター・10:30～）
地域食堂（待合室みちくさ・11:30～）

16木  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

17金  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）

18土
キッチン「みちくさ」（福祉セン
ター・11:30～）
おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）

19日

20月
 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）
総合健診（跡佐登福祉の家・６:00～）

21火
 誰でも通園（９:00～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）
総合健診（美留和会館・６:00～）

22水

 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
母親講座「こいのぼり製作」（10:
00～）
遊んDay（10:00～／年齢制限なし）
総合健診（福祉センター６:00～）

23木
 誰でも通園（９:00～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）
総合健診（福祉センター６:00～）

24金  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
総合健診（福祉センター６:00～）

25土
おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）
ひまわり食堂（川湯農村セン
ター・11:30～）

26日

27月
 ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

28火  誰でも通園（９:00～）

29水
昭和の日

30木  ひなたぼっこ開放（９:00～／14:00～）
 町税などの納期限　
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X
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毎週金曜日に
新着情報を配信

各種

SNS
今月の表紙

　３月24日に行われた「美留和小学校
卒業式」での一コマ。保護者や先生、地
域の方々が見守る中、しっかりと卒業
証書を受け取りました。

　（関連記事18～19ページ）



全
な
水
道
水
の
供
給
。

▽
温
泉
事
業
に
つ
い
て
、
各
泉
源
の
揚

湯
管
エ
ア
ー
管
の
入
替
、
温
泉
利
用

者
へ
の
安
定
給
湯
を
推
進
。

▽
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
耐
用
年
数

を
経
過
し
老
朽
化
し
た
弟
子
屈
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新
、
耐
震
補
強

お
よ
び
改
築
、
健
全
な
汚
水
処
理
の

推
進
。

▽
下
水
道
計
画
区
域
を
除
く
地
域
で
の

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部

助
成
を
継
続
。

▽
市
街
地
を
含
め
た
交
通
弱
者
を
対
象

に
、
玄
関
か
ら
各
目
的
地
ま
で
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
「
乗
合
ハ
イ

ヤ
ー
」
の
運
行
。

基
幹
産
業
の
さ
ら
な
る
強
化

▼
公
社
営
畜
産
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
草

地
更
新
な
ど
の
整
備
の
推
進
、
自
給
飼
料

の
確
保
お
よ
び
品
質
向
上
。

▽
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
ア
メ
マ

ス
川
他
１
河
川
の
明
渠
排
水
路
の
機
能
回

復
に
係
る
工
事
の
着
手
。

▽
中
間
管
理
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
農
用
地

の
集
積
や
適
正
な
利
用
調
整
と
効
率
化
を

推
進
。

▼
後
継
者
お
よ
び
担
い
手
の
確
保
を
目
的
と

し
た
、
親
元
就
農
に
対
す
る
祝
金
の
新
設

や
新
規
就
農
に
伴
う
設
備
投
資
に
対
す
る

支
援
を
拡
充
。

▽
病
害
虫
対
策
、
抵
抗
性
品
種
の
導
入
、
そ

ば
や
ビ
ー
ト
の
品
質
向
上
な
ど
、
中
山
間

地
域
直
接
支
払
制
度
の
活
用
。

▽
畑
作
生
産
基
盤
強
化
事
業
、
持
続
的
畑
作

生
産
体
系
確
立
緊
急
支
援
事
業
に
よ
る
支

援
を
継
続
。

▼
特
産
品
で
あ
る
摩
周
メ
ロ
ン
の
増
産
を
目

的
と
し
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備
に

対
す
る
支
援
を
新
設
。

▼
温
暖
化
や
輪
作
体
系
の
構
築
に
資
す
る
新

た
な
作
物
と
し
て
、
陸
稲
の
栽
培
に
係
る

可
能
性
調
査
の
実
施
。

▽
特
産
品
開
発
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
。

既
存
特
産
品
の
生
産
の
向
上
と
運
営
の
安

定
化
。

▽
和
牛
の
飼
育
・
生
産
技
術
の
向
上
。

▽
ハ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
や
捕
獲
環
境
の
充
実

を
図
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
を
推
進
。

▽
森
林
整
備
事
業
に
よ
る
支
援
、
豊
か
な
も

り
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
る
町
の
上
乗
せ

支
援
。

▽
地
球
温
暖
化
対
策
で
あ
る
森
林
由
来
の

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
に
向
け
た

「
J
–
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
制
度
や
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
。

▽
世
界
基
準
に
沿
っ
た
「
弟
子
屈
町
ら
し
い

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
の
推
進

を
柱
と
し
た
観
光
振
興
計
画
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
の
実
行
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
認
証
取
得
に
向
け
た
国
際
基
準
の

審
査
を
実
施
。

▽
川
湯
温
泉
街
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
沿
っ
た
、
温
泉
川
を
中
心
と
し
た
川

湯
広
場
、
湯
け
む
り
の
景
観
と
融
合
し
た

川
湯
テ
ラ
ス
、
川
湯
横
丁
の
実
施
設
計
の

推
進
。

▽
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
２
０
３
０
」
始
動
に
伴
う
、
景
観
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
策
定
。

▽
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」
の
中
核

地
と
な
る
よ
う
周
辺
市
町
村
と
と
も
に
広

域
連
携
を
強
化
。

雇
用
を
支
え
る
産
業
力
の
向
上

▽
弟
子
屈
町
中
小
企
業
振
興
条
例
に
基
づ
い

た
空
き
店
舗
対
策
や
設
備
投
資
補
助
、
利

子
補
給
な
ど
、
町
内
消
費
や
経
営
基
盤
の

安
定
を
図
る
た
め
の
商
工
事
業
者
へ
の
支

援
。

▽
弟
子
屈
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
よ
る
農
畜
産

物
を
含
め
た
地
場
産
品
の
販
売
促
進
。

▼
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
仕
組

み
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
労

働
力
の
掘
り
起
こ
し
や
、
雇
用
対
策
の
充

実
を
商
工
会
と
協
力
し
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

▽
企
業
誘
致
促
進
条
例
に
よ
る
新
規
事
業
所

や
宿
泊
施
設
誘
致
の
継
続
実
施
、
町
内
事

業
者
が
行
う
宿
泊
施
設
な
ど
に
お
け
る
設

備
改
修
の
支
援
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
の
充
実

▽
「
元
気
て
し
か
が
21
」
を
基
本
に
、
特
定

健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

推
進
。

▽
若
年
世
代
の
健
診
受
診
の
定
着
化
に
向
け
、

特
定
健
診
の
実
施
や
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

交
付
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
、
重
症
化
予
防
を
推
進
。

▽
自
殺
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
講
演
会
の
開
催
や
自
殺
予
防
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の
実
施
を
継
続
。

▽
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
医

療
機
器
の
更
新
な
ど
、
中
核
と
な
る
摩
周

厚
生
病
院
へ
の
支
援
を
継
続
。

▼
新
た
な
医
療
機
関
の
開
業
誘
致
を
す
べ
く
、

新
規
開
業
に
か
か
る
財
政
支
援
を
実
施
。

▽
生
後
１
〜
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
対
象
の

「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」、
50
歳
以
上
の
方
対
象

の
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
継
続
し
、
重
症
化
予

防
を
推
進
。

子
育
て
・
福
祉
環
境
の
充
実

▽
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
団
体
や
地
域
住

民
と
と
も
に
、
支
え
合
い
体
制
の
充
実
と

人
材
の
確
保
、
育
成
に
努
め
、
円
滑
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
。

▽
生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
が
、
自
立
し
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▽
令
和
７
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
３

期
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
よ
り
充
実
さ
せ
た
子
育
て
支
援
を

推
進
。

▽
妊
産
婦
の
不
安
軽
減
を
図
る
た
め
、
産

前
・
産
後
ケ
ア
事
業
の
推
進
や
、
年
齢
に

合
わ
せ
た
健
診
・
相
談
事
業
な
ど
、
伴
走

型
相
談
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
の

育
ち
を
応
援
す
る
事
業
の
実
施
。

▽
「
子
育
ち
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

「
赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事
業
」

や
「
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
事
業
」
の
実

施
を
継
続
し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
。

▽
川
湯
保
育
園
に
つ
い
て
、
適
切
な
職
員
の

配
置
や
研
修
機
会
確
保
の
継
続
、
さ
ら
な

る
保
育
の
質
向
上
。

▽
現
在
施
工
中
の
認
定
こ
ど
も
園
・
子
育
て

支
援
施
設
に
つ
い
て
、
９
月
供
用
開
始
に

向
け
た
保
育
士
確
保
へ
の
支
援
、
待
機
児

童
の
解
消
。

オープンハウス型
「川湯温泉街再整備等に関する説明会」

活
力
・
活
気
・
雇
用
を

生
み
出
す
夢ま

ち

づ
く
り

活

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
夢ま

ち

づ
く
り

暮

3 広報てしかが 2026.4

本
年
は
、
私
が
町
政
を
お
預
か
り
し

て
26
年
目
を
迎
え
ま
す
。
７
期
目
の
任

期
の
折
り
返
し
に
向
け
て
、
今
ま
で
以

上
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
こ

れ
ま
で
の
施
策
の
更
な
る
推
進
、
あ
る

い
は
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き

町
政
を
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
第
６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
は
、
４

年
間
の
前
期
実
行
計
画
が
終
わ
り
、
後

期
実
行
計
画
の
初
年
度
を
迎
え
ま
す
。

前
期
の
事
業
実
績
を
点
検
、
改
善
し
つ

つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
達
成

す
べ
く
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

と
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
全
体

で
守
り
つ
つ
、
よ
り
発
展
、
成
長
す
る

よ
う
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
中
心
市
街
地
再
構
築
や
川
湯

温
泉
街
の
再
生
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
な

ど
は
、
引
き
続
き
最
重
点
事
業
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え

で
、
担
い
手
不
足
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
業
種
を
問
わ
ず
全

国
的
な
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
町

と
し
て
も
い
ち
早
く
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全

て
の
世
代
が
安
心
、
安
全
に
生
活
を
送

れ
る
よ
う
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
充

実
に
努
め
、
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
、

移
住
促
進
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
の
弟
子
屈
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
た
だ
き
、

一
度
ま
ち
を
離
れ
た
と
し
て
も
、「
こ
の

ま
ち
に
戻
り
た
い
」、「
こ
の
ま
ち
で
夢

を
実
現
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

※
▼
（
赤
▼
）
は
新
規
事
業
と
な
り
ま

す
。

環
境
保
全
の
推
進

▽
「
て
し
か
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
実
現
す
る
た
め
の
弟
子
屈
町
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
推
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
の
複
合
施
設
完
成
に
合
わ
せ
た

運
用
。

▽
地
熱
開
発
事
業
を
行
っ
て
い
る
湯
沼

–
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
地
区
で
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
発
電
事
業
実
施
に
向
け
今
後
の

方
針
を
検
討
、
財
源
の
確
保
お
よ
び

実
施
体
制
の
強
化
。

生
活
環
境
の
充
実
と
向
上

▽
多
様
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
に
向
け

た
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
食
糧
や
水

な
ど
備
蓄
品
、
快
適
な
避
難
所
生
活

に
必
要
な
資
機
材
の
充
実
。

▼
老
朽
化
し
た
高
規
格
救
急
自
動
車
を

更
新
し
さ
ら
な
る
救
急
体
制
の
強
化

を
図
り
、
町
民
の
安
心
を
確
保
。

▽
全
国
的
に
被
害
額
が
増
加
し
て
い
る

特
殊
詐
欺
防
止
の
啓
発
や
町
内
で
の

交
通
安
全
啓
発
運
動
の
実
施
、
消
費

生
活
の
安
全
と
安
心
の
確
保
。

環
境
と
共
生
す
る
基
盤
の
整
備

▽
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
と
し
て
、

複
合
型
地
域
観
光
交
流
拠
点
施
設
の

令
和
10
年
１
月
供
用
開
始
に
向
け
た

整
備
。

▽
２
軒
の
廃
業
大
型
ホ
テ
ル
の
除
却
工

事
実
施
な
ど
、
複
合
型
施
設
周
辺
も

併
せ
た
中
心
市
街
地
の
エ
リ
ア
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。

▽
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
朝
霧

橋
、
千
歳
橋
お
よ
び
弟
子
屈
橋
の
３

橋
の
改
修
工
事
を
実
施
。

▽
住
宅
環
境
充
実
の
た
め
川
湯
駅
前
団

地
の
建
替
事
業
に
着
手
し
１
棟
４
戸

を
建
設
。

▽
民
間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
と
し
て
、
住
宅
建
設
促
進
事
業
お

よ
び
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
等
促
進
事

業
に
よ
る
支
援
の
継
続
。

▽
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
有
効
活
用
を

推
進
。

▽
上
水
道
、
農
業
用
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
管
路
耐
震
化
の
継
続
、
安
心
安

夢夢夢（まち）（まち）（まち） 目指す目指す目指す

誰
も
が
住
み
よ
い

弟
子
屈
町
へ

　令和８年第１回町議会定例会が３月３日から
６日まで開かれ、令和８年度予算案などが審議さ
れました。
　德永町長が行った町政執行方針と、岩原教育長
の教育行政方針の概要をお知らせします。

令和８年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

人
と
自
然
が
共
生

す
る
夢ま

ち

づ
く
り

環
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豊豊豊豊豊豊かなかなかなかなかなかな心心心心心心
夢夢夢（まち（まち（まち）））

　
近
年
、
教
育
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
少

子
化
の
加
速
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な

ど
、激
し
い
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
町
の
教
育
目
標
で
あ

る「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、

ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
を
実
現
す

る
た
め
、「
第
６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

に
掲
げ
る
、「
豊
か
な
心
を
育
て
、文
化
を

大
切
に
す
る
夢（
ま
ち
）づ
く
り
」と
い
う

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
第
３
次
弟
子
屈

町
教
育
推
進
基
本
計
画
に
沿
っ
て
教
育

行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
の
場
で
も
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
生
き
生
き

と
学
び
合
え
る
場
を
広
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
と
し
た
教
育
理
念
の
も
と
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

に
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る

た
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▼
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
や

「
弟
子
屈
町
学
力
調
査
」
を
分
析
し
、

学
力
向
上
に
向
け
た
子
ど
も
が
学
び

の
主
体
と
な
る
授
業
改
善
。

▼
英
語
力
向
上
に
向
け
、
玉
川
大
学
と

の
さ
ら
な
る
連
携
の
推
進
。

▼
大
学
生
に
よ
る
各
小
中
学
校
で
の
英

語
の
授
業
実
践
の
拡
充
に
よ
る
、
子

ど
も
た
ち
の
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
興
味
関
心
の
向
上
。

▼
英
語
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
向
け
の

研
修
会
の
実
施
と
教
職
員
の
授
業
力

向
上
。

▼
情
報
活
用
能
力
に
焦
点
を
当
て
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
関
わ
る
研
修
会
な
ど

の
開
催
や
指
導
力
の
向
上
。

③
心
身
の
健
康
づ
く
り

▼
心
身
共
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
必
要
な
情
報
を
自
ら
収
集
し
、

適
切
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
力
の
育
成
。

▼
学
校
や
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協
働

し
た
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
。

▼
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け

た
指
導
と
啓
発
。

▼
「
新
体
力
テ
ス
ト
」
の
継
続
的
な
実

施
に
よ
る
児
童
生
徒
の
体
力
状
況
の

把
握
と
授
業
改
善
。

▼
課
題
の
あ
っ
た
項
目
に
つ
い
て
再
度

「
新
体
力
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た
体
力
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
。

▼
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
未
然
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、「
未
来
こ
ど
も

会
議
」
の
実
施
。

▼
子
ど
も
た
ち
自
身
が
い
じ
め
に
向
き

合
い
考
え
ら
れ
る
取
り
組
み
を
強
化

し
、
子
ど
も
が
悩
み
を
相
談
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
。

▼
不
登
校
に
関
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
月
の
各
学
校
へ
の
調
査
や
幼
保
小

連
携
・
小
中
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、

学
び
環
境
の
充
実

　
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
び
、
自
己
の
良
さ
や
力
を
伸
ば

し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
未
来
を
主
体
的
に
切
り
拓
い

て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
、
今
ま
さ
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
の
構
築
と
、
現
行
の
学
習
指

導
要
領
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
弟
子

屈
町
教
育
の
目
指
す
姿
で
あ
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」、「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
」、「
ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」

こ
と
に
向
か
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出

す
学
び
の
環
境
づ
く
り
を
全
力
で
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

①
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
を
活

用
し
た
情
報
発
信
の
継
続
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、

学
校
評
価
を
通
じ
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
教
育
活

動
の
充
実
を
推
進
。

▼
特
認
校
の
美
留
和
小
学
校
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
に
お
い
て
、
地
域
の

魅
力
を
生
か
し
た
活
動
の
充
実
。

▼
開
校
１
０
０
周
年
の
大
き
な
節
目
を

迎
え
る
川
湯
小
学
校
を
は
じ
め
と
し

た
歴
史
の
次
世
代
へ
の
継
承
や
、
地

域
と
の
絆
の
強
化
。

②
確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と

　情
報
化
教
育
の
強
化

▼
確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と
情
報
化
教

育
へ
の
対
応
。

令和８年度教育行政方針

教育長 岩　原　勝　行
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▽
９
月
に
移
転
予
定
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
多
く
の
親
子
が

交
流
し
遊
べ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
る
「
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る
」

取
り
組
み
の
推
進
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
変
化
に
よ
る
孤
立
や
育
児
不
安
の

リ
ス
ク
解
消
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
労
要
件
に
関
わ
ら
ず
児
童
を
預
か

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

実
施
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
十

分
な
支
援
員
の
確
保
や
研
修
の
充
実
、

学
校
と
の
連
携
強
化
。

▽
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

推
進
事
業
」
へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
高
齢
者
の
生
活
全
般
の
包
括
的
で
継

続
的
な
支
援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
。

▽
高
齢
者
の
総
合
相
談
支
援
体
制
と
支

え
あ
い
活
動
支
援
の
充
実
。

▽
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
な
ど
に
掲

げ
た
各
種
施
策
を
推
進
。

▽
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
支

援
と
相
談
支
援
体
制
を
充
実
。

▽
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

利
用
児
へ
の
手
厚
い
療
育
支
援
の
実

施
、
療
育
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
児

童
は
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
町

内
教
育
機
関
と
情
報
共
有
す
る
な
ど
、

成
長
発
達
に
つ
な
が
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施
。

学
び
環
境
の
充
実

▽
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
情
報
化
教
育
と
個
別
最
適
な

学
び
、
体
力
の
増
進
と
健
康
づ
く
り
、

ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
な
ど
、
学
校

と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
教
育
を
推
進
。

▽
地
域
連
携
校
の
弟
子
屈
高
等
学
校
は
、

都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
高
校
進
学
が

可
能
に
な
る
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

制
度
を
活
用
し
、
引
き
続
き
町
外
か

ら
の
生
徒
募
集
を
進
め
て
い
く
全
国

募
集
活
動
を
展
開
、
地
域
が
学
校
を

支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
活
性
化
。

▽
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
し
や
す
く
、
安

心
し
て
学
べ
る
よ
う
、
通
学
環
境
の

整
備
や
保
護
者
負
担
の
軽
減
、
学
校

給
食
へ
の
地
場
産
食
材
の
拡
充
を
継

続
。

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
の
継
承

▽
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
生

涯
学
習
施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
事

業
展
開
、
適
切
な
空
調
管
理
や
新
た

な
図
書
館
バ
ス
の
導
入
な
ど
学
習
環

境
の
充
実
。

▽
既
存
施
設
の
整
備
や
学
校
施
設
の
有

効
活
用
を
図
り
、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
実
施
。

▽
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
鐺
別
獅
子
舞

や
仁
多
獅
子
舞
、
川
湯
ば
や
し
の
保

存
・
伝
承
に
向
け
た
支
援
の
充
実
。

▽
改
修
計
画
の
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
資
料

館
が
屈
斜
路
コ
タ
ン
地
区
の
ア
イ
ヌ

文
化
振
興
拠
点
施
設
と
な
る
た
め
の

実
施
設
計
を
検
討
。

▽
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
文
化
交
流
の
一

環
と
し
て
台
湾
原
住
民
族
の
集
落
を

訪
問
し
親
交
を
継
続
。

協
働
の
推
進

▽
地
域
づ
く
り
に
必
要
と
す
る
人
材
を

町
外
か
ら
募
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
活

用
、
定
住
ま
で
を
見
据
え
た
活
動
支

援
を
継
続
。

交
流
の
推
進

▽
住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
自
治
会
活
動
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
活
用
を
支
援
。

▽
鹿
児
島
県
日

置
市
か
ら
の

訪
問
団
の
受

け
入
れ
や
日

置
市
で
の
物

産
展
へ
の
出

店
を
予
定
し

て
お
り
、
相

互
交
流
の
さ

ら
な
る
推
進

を
継
続
。

▽
移
住
相
談
や
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
。

交
流
人
口
お
よ
び
関
係
人
口
の
拡
大

が
移
住
に
つ
な
が
る
よ
う
当
町
の
魅

力
を
積
極
的
に
発
信
。

▽
奨
学
金
を
償
還
し
な
が
ら
働
く
町
内

在
住
の
若
年
層
に
対
し
て
、
償
還
し

た
奨
学
金
を
補
助
金
と
し
て
支
援
し
、

本
町
出
身
者
な
ど
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

推
進
、
町
外
か
ら
の
若
者
の
定
住
促

進
や
働
き
手
不
足
の
解
消
。

安
定
し
た
行
財
政
の
運
営

▽
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
充
実
と
、

寄
附
者
へ
の
情
報
発
信
。

住
民
と
行
政
の

新
た
な
架
け
橋
づ
く
り

▽
広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
充
実
の
た
め
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
継
続
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
基
に
し
た

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
各

種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
を

継
続
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を
推
進
。

子どもたちの「夢」を叶える
まちづくりを

姉妹都市「日置市物産交流団」来町姉妹都市「日置市物産交流団」来町

豊
か
な
心
を
育
て
、

文
化
を
大
切
に
す
る

育

行
動
す
る
人
を
育

て
る
夢ま
ち

づ
く
り

人

誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る

公
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②
公
民
館
60
周
年
事
業
と
活
動
の
充
実

▼
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
や
環
境
改
善
の
た
め
の
施
設
整
備

を
実
施
。

▼
記
念
事
業
と
し
て
札
幌
交
響
楽
団
金

管
五
重
奏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
質
の
高
い
芸
術
文
化

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
。

▼
地
域
の
方
を
講
師
に
迎
え
た
多
様
な

事
業
を
実
施
し
、
幅
広
い
世
代
の
参

加
を
促
し
な
が
ら
公
民
館
活
動
の
更

な
る
充
実
を
推
進
。

③
図
書
館
施
設
の
活
用
と
充
実

▼
知
識
や
情
報
に
触
れ
る
身
近
な
学
習

拠
点
と
し
て
、
蔵
書
の
適
切
な
整
備

と
活
用
を
図
り
、
年
齢
や
関
心
に
応

じ
た
多
様
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
活
動
を

展
開
。

▼
「
第
４
次
弟
子
屈
町
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も

が
本
と
の
幸
福
な

出
会
い
を
体
験
し

豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
読
書
環

境
の
充
実
を
推
進
。

青
少
年
の
健
全
育
成

①
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

▼
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
心

身
の
成
長
の
た
め
、
地
域
と
学
校
が

相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
働
し
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
展
開
。

②
青
少
年
育
成
活
動
の
推
進

▼
子
ど
も
の
主
体
性
や
協
調
性
を
育
み

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
、
Ｓ
Ｕ

Ｐ
体
験
や
釣
り
体
験
な
ど
非
日
常
的

な
野
外
活
動
を
通
じ
た
成
長
を
促
す

取
り
組
み
の
推
進
。

▼
「
少
年
の
主
張
」
へ
の
参
加
を
奨
励

し
、
行
動
力
と
責
任
感
を
備
え
た
次

代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
尽
力
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①
住
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▼
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
誰

で
も
気
軽
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
整
備
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
各
種
競
技
会
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
へ
の
支
援
を
実
施
。

②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
組
織
の
充
実

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
の
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
対
す
る
支
援
お
よ
び
全
道
規

模
以
上
の
大
会
出
場
に
係
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
制
度
の
継
続
。

▼
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
係
る
、

外
部
指
導
者
の
試
行
的
指
導
お
よ
び

中
体
連
引
率
資
格
取
得
経
費
支
援
の

継
続
。

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

▼
快
適
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
更
な
る
施
設
環
境

の
改
善
を
推
進
。

▼
身
近
な
環
境
で
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
学
校

開
放
事
業
を
継
続
。

文
化
・
芸
術
の
継
承

①
文
化
活
動
の
推
進

▼
文
化
活
動
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
文
化
協
会
や
総
合
文
化

祭
に
対
す
る
支
援
を
継
続
。

▼
地
域
文
化
発
展
の
た
め
、
文
化
振
興

助
成
制
度
に
よ
る
全
道
、
全
国
大
会

出
場
へ
の
支
援
を
継
続
。

②
文
化
芸
術
環
境
の
充
実

▼
弟
子
屈
高
校
も
含
め
た
町
内
全
児
童

生
徒
を
対
象
に
芸
術
鑑
賞
事
業
を
実

施
。

▼
質
の
高
い
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
近

隣
市
町
村
へ
の
芸
術
鑑
賞
バ
ス
運
行

事
業
を
継
続
。

文
化
財
の

適
切
な
保
全
と
活
用

①
地
域
の
歴
史
の
保
全
と
活
用

▼
地
域
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と

歴
史
館
の
機
能
充
実
の
た
め
、
所
蔵

資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
る
な

ど
、
将
来
的
な
利
活
用
を
想
定
し
た

環
境
整
備
を
実
施
。

▼
常
設
展
示
に
加
え
、
テ
ー
マ
性
を
持

た
せ
た
展
示
や
学
芸
員
に
よ
る
講
座

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
連

携
し
た
学
習
支
援
を
推
進
。

▼
活
動
や
町
の
歩
み
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
興
味
関
心

を
喚
起
し
郷
土
愛
の
醸
成
を
推
進
。

②
文
化
財
の
保
護
と
伝
承

▼
地
域
に
根
付

い
た
伝
承
活

動
の
次
代
へ

の
着
実
な
引

き
継
ぎ
を
支

援
。

▼
多
様
な
文
化

財
の
保
存
、

管
理
、
活
用

に
つ
い
て
、

適
切
な
保
護

と
継
承
を
強

化
。

③
民
族
資
料
館
の
保
全
と
活
用

▼
改
修
を
予
定
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族

資
料
館
の
周
辺
施
設
と
の
機
能
分
担

や
連
携
の
在
り
方
を
含
め
、
よ
り
効

果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次

年
度
以
降
の
工
事
着
工
に
向
け
た
検

討
を
継
続
。

▼
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
発
展
の
た
め
、

昨
年
連
携
協
定
を
締
結
し
た
台
湾
の

原
住
民
族
で
あ
る
ル
カ
イ
族
と
の
文

化
交
流
を
進
め
相
互
理
解
を
深
め
る
。

▼
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
、
ア
イ

ヌ
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
行

政
へ
の
総
合
的
か
つ
継
続
的
な
取
り

組
み
。

　
学
校
・
地
域
の
連
携
を
よ
り
進
め
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
の
深
化
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
誰
も
が

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
生
涯
を
通
じ
て
輝

き
続
け
ら
れ
る
教
育
環
境
を
整
え
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
教
育
行
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「生きがい講座」
弟子屈・川湯学級合同学習

37年ぶりに復活した町指定無形文化財「仁多獅子舞」37年ぶりに復活した町指定無形文化財「仁多獅子舞」
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未
然
防
止
と
適
切
な
支
援
を
実
施
。

④
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

▼
子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
地
域
の
魅
力

や
課
題
な
ど
を
知
り
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
愛
着
や
誇
り
を
持
て
る

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を
推
進
。

▼
各
校
の
総
合
・
探
究
的
な
学
び
の
更

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
７
年
度
に

組
織
し
た
「
総
合
的
・
探
究
的
な

学
習
特
別
委
員
会
」
を
中
心
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
共
有
・
整
理
・
改
善
を

実
施
し
、「
て
し
か
が
学
」
と
し
て
の

構
築
を
支
援
。

▼
姉
妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業
で
の
日

置
市
訪
問
が
、
生
徒
に
と
っ
て
生
涯

に
わ
た
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
る
よ

う
入
念
な
準
備
を
実
施
。

⑤
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

が
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
教
育
体
制
や
環
境

の
整
備
・
充
実
を
推
進
。

▼
「
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議
」
を
通

じ
、
各
小
中
学
校
と
弟
子
屈
高
校
の

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

川
湯
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
ま

し
ゅ
う
、
町
の
保
健
師
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
、
情
報
共
有
や

研
修
会
の
実
施
。

▼
幼
保
小
連
携
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
架
け
橋
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

整
備
。

⑥
高
等
学
校
へ
の
支
援

▼
新
入
学
生
の
確
保
・
募
集
に
つ
い
て

引
き
続
き
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
に

よ
る
都
市
部
を
中
心
と
し
た
全
国
募

集
活
動
を
実
施
、
住
ま
い
の
確
保
に

向
け
た
検
討
。

▼
地
元
中
学
生
の
弟
子
屈
高
校
へ
の

進
学
率
向
上
へ
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
学
協
働
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
、

高
校
の
「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

と
「
学
力
向
上
と
人
材
育
成
」
の
実

現
に
向
け
た
支
援
。

▼
高
校
へ
通
う
生
徒
の
保
護
者
負
担
の

軽
減
の
た
め
給
食
の
無
償
提
供
、
交

通
費
の
助
成
の
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
購
入
に
か
か
る
入
学
祝
い
金

な
ど
の
支
援
の
継
続
。

▼
公
設
民
営
塾
に
つ
い
て
、
一
人
一
人

の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
保
護
者

と
高
校
と
の
連
携
を
深
め
「
弟
子
屈

高
校
流
の
大
学
進
学
や
各
種
就
職
な

ど
を
果
た
せ
る
学
習
環
境
」
を
継
続
。

⑦
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

　働
き
方
改
革
の
推
進

▼
教
職
員
の
資
質
・
能
力
向
上
の
た
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
や
初
任
段

階
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
。

▼
小
中
学
校
の
自
主
公
開
研
究
会
の
開

催
を
通
し
て
、
互
い
に
授
業
を
見
合

う
こ
と
を
習
慣
化
し
、
自
身
の
授
業

実
践
の
振
り
返
り
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

教
職
員
の
授
業
力
向
上
を
推
進
。

▼
教
職
員
が
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
を
確
保
す
る
た
め
、
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
全
校
導
入
や
機
能
拡
充
を

図
り
、
事
務
作
業
の
効
率
化
を
推
進
。

▼
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
学

校
や
関
係
機
関
と
引
き
続
き
調
整
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実

①
学
校
教
育
環
境
の
整
備

▼
弟
子
屈
中
学
校
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
実
施
。

▼
川
湯
小
学
校
、
川
湯
中
学
校
に
お
い

て
、
校
舎
の
屋
根
・
壁
の
塗
装
工
事

な
ど
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
実

施
。

▼
更
新
し
た
「
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
」
の
運
用
開
始
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
推
進
。

②
通
学
体
制
の
確
保

▼
交
通
指
導
員
や
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
、
登
下
校
時

の
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
体
制
を
維

持
。

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
利
用
状

況
に
応
じ
た
効
率
的
な
運
行
計
画
を

継
続
し
遠
距
離
通
学
の
児
童
生
徒
の

負
担
を
削
減
。

▼
学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
を

深
め
安
全
体
制
や
情
報
の
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
警
察
や
道
路
管
理
者

な
ど
と
協
働
の
も
と
交
通
安
全
対
策

を
実
施
。

③
教
職
員
住
宅
の
整
備

▼
住
環
境
の
改
善
を
進
め
適
切
な
維
持

管
理
を
継
続
。

▼
経
年
劣
化
な
ど
で
老
朽
化
し
た
住
宅

の
計
画
的
な
解
体
や
売
却
を
実
施
。

④
保
護
者
負
担
の
軽
減

▼
新
入
学
児
童
生
徒
の
学
用
品
費
の
入

学
前
早
期
支
給
を
継
続
と
お
よ
び
支

援
制
度
活
用
に
当
た
っ
て
の
き
め
細

か
な
情
報
提
供
。

▼
町
に
よ
る
各
種
教
材
・
学
用
品
費
の

一
部
負
担
お
よ
び
小
学
校
１
年
生
へ

の
入
学
祝
い
の
支
給
。

⑤
学
校
給
食
の
充
実

▼
栄
養
教
諭
や
町
の
管
理
栄
養
士
な
ど

に
よ
る
食
の
大
切
さ
や
食
文
化
な
ど

を
伝
え
る
食
育
指
導
や
調
理
実
習
な

ど
の
充
実
。

▼
高
校
生
ま
で
の
給
食
の
無
償
提
供
を

継
続
。

▼
多
く
の
地
場
産
物
の
活
用
、
児
童
生

徒
考
案
の
給
食
提
供
な
ど
、
食
に
対

す
る
関
心
と
地
元
愛
が
深
ま
る
取
り

組
み
を
実
施
。

生
涯
学
習
の
推
進
と

文
化
の
継
承

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
が
著
し

い
現
在
、
多
様
な
学
び
の
機
会
を
確
保

し
、
町
民
が
主
体
的
に
健
康
や
趣
味
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
参
加

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
地
域

教
育
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
重
要
な
課

題
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
が

持
つ
学
習
能
力
を
よ
り
一
層
高
め
て
い

く
た
め
、
新
た
な
「
第
９
次
弟
子
屈
町

社
会
教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
学

び
合
い
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
強
化

▼
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
と
社
会
が
大

き
く
転
換
し
て
い
る
中
で
、
誰
も
が

よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う

「
生
き
が
い
講
座
」
な
ど
の
各
種
学
習

機
会
の
場
を
充
実
さ
せ
、
主
体
的
な

活
動
を
支
え
る
取
り
組
み
を
推
進
。

弟子屈高等学校生徒全国募集
「地域みらい留学説明会」
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総務費
  962,624万円
     【45.0％】

民生費
223,737万円
【10.5％】

公債費
118,007万円
【5.5％】

商工費
299,411万円
【14.0％】

土木費
131,523万円
【6.1%】

歳 出 総 額
214億円

教育費
94,064万円【4.4％】

給与費
94,771万円【4.4％】

衛生費
75,680万円【3.5％】

農林水産業費
66,568万円【3.1％】

消防費
62,020万円【2.9％】

議会費
7,595万円【0.4％】

その他 
4,000万円【0.2％】

□その他内訳 ・予備費 1,200万円
・労働費 2,798万円
・災害復旧費 1万円
・諸支出金   1万円

町債残高(一般会計）

基金の(町の貯金)残高の推移

町債残高(特別会計)(８年度予算)

６年度 温泉事業

水道事業

下水道事業

７年度
（見込み）

８年度

102億
9,900万円

112億
2,500万円

11億
5,500万円

23億
6,100万円

113億
400万円

15億
2,600万円

令和６年度末
※令和７年度の町債残高と基金残高については、３月時点での見込み額を反映しております。

令和７年度(見込み) 令和８年度(予算)

５億

０

40億

20億

60億

80億

100億

120億

財政調整基金

10億０

6,900万円101億7,100万円

７億4,300万円115億7,400万円

140億6,300万円 10億6,700万円
（予算）

その他基金 繰入金

0 50億 100億

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８2‐2９1３（課直通）まで

務費は前年度比14.1％の増で、役場
庁舎外壁等改修事業や複合型地域観

光交流拠点施設整備事業の増によるもので
す。民生費は前年度比8.8％の減で、子育て
支援施設等改修事業の減によるものです。労
働費は前年度比268.4％の増で、特定地域づ
くり事業協同組合事業の増によるものです。
商工費は前年度比37.0％の増で、構造試錐井
掘削調査業務や川湯温泉再構築事業の増によ
るものです。教育費は前年度比2.2％の減で、
アイヌ民族資料館改修事業や町営野球場整備
事業の減によるものです。

総

一般会計予算

歳出

　町の財政状況を詳しくお知らせする
ため、総務省が示した統一的な基準に
基づく財務諸表（貸借対照表、行政コ
スト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書）を作成しています。内容
については町ホー
ムページや役場ま
ちづくり政策課で
閲覧できます。
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依
存
財
源

　　
　
　
　

　
　自
主
財
源 

道支出金
46,641万円【2.2％】

地方交付税
  414,300万円
　　　【19.3％】

その他

町債
353,180万円
【16.5％】寄附金

450,014万円
【21.0％】

諸収入
258,003万円
【12.1％】

国庫支出金
187,659万円
【8.8％】

使用料及び手数料
19,869万円【0.9％】

町税
95,744万円【4.5％】

その他
294,198万円【13.7％】
□その他内訳
　▼自主財源　　258,748万円

・財産収入　　　　　　　 5,486万円
・繰入金　　　　　　　 238,262万円
・繰越金　　　　　　　　15,000万円

・地方譲与税　　　　　  14,080万円
・利子割交付金　　　　　　 100万円
・配当割交付金　　　　　　 150万円
・株式等譲渡所得割交付金　 200万円
・法人事業税交付金　　　 1,000万円
・地方消費税交付金　　　19,310万円
・ゴルフ場利用税交付金 　　240万円
・環境性能割交付金　　　     0万円
・地方特例交付金　　　 　   300万円
・交通安全対策特別交付金 　 70万円

　▼依存財源　　35,450万円

分担金および負担金
20,392万円【1.0％】

町税

歳 入 総 額
214億円

48.5％
51.5％

令和８年度

弟子屈町　予算の概要

入の内訳では、町税や分担金および負担
金などの自主財源が全体の51.5％、地方

交付税や国・道支出金、町債などの依存財源が
48.5％となっています。自主財源が歳入総額に
占める割合が高いほど財政の自主性と安定性が
確保されます。本町においては国などへの依存
財源の割合高く、本町財政の安定は国の考え方
に大きく左右されることになります。

歳

令和８年度の当初予算が成立しました。

予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

特別会計予算

一般会計予算

歳入

会　計　名 予算額 増減率
国民健康保険特別会計 89,592万円 △0.2％
介護保険特別会計 96,442万円 １.4％
後期高齢者医療特別会計 20,665万円 25.9％
温泉事業特別会計 １１,525万円 ７.１％
水道事業会計 35,26７万円 △0.７％
下水道事業会計 １08,94７万円 5７.9％
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問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

町では、ごみの不法投棄やポイ捨てから
自然環境を守り引き継いでいくため、「自
然の番人宣言」を行っています。

COOL
CHOICE
COOL
CHOICEエコの

すすめ
　地域の清掃活動や道路などの公共の場所をボランティアで清掃して
出たごみは、申請することで無料で処分できます！申請することで無料で処分できます！
　また、清掃活動に必要なごみ袋の配布も行っています。

ごみ処理手数料『無料』・ごみ袋の配布を実施！ 清掃活動の際などに
ぜひご利用を!

美留和処理場の５～６月の営業につい
て、ご不明な点があれば、役場環境生活課
環境係までお問い合わせください。

ごみは分別し、決められた場所に出しましょう。
不法投棄は犯罪です！

～法律により、５年以下の懲役もしくは1,000万以下の罰金またはその両方が科せられます～

５～６月の間、美留和処理場は、
第１・第５日曜日も開場しています！

◆営業時間
·月曜日～金曜日（祝祭日含む）
　　９時～16時まで
·土曜日、第２・４日曜日
　　※５月～６月は第１・第５の日曜日
　　９時～12時まで

★事前に申請が必要になります★
·申請対象／ 自治会・ボランティアで清掃を行う団体・企業
·申請時期／随時
·申請方法／ 役場環境生活課窓口・川湯支所窓口までお越しく

ださい。
·ごみ袋の配布／ 必要枚数をお渡ししますので申請時にお申し

つけください。
※詳しくは、役場環境生活課環境係までお問い合わせください。

春の一斉清掃が始まります！春の一斉清掃が始まります！
ご協力よろしくお願いします！ご協力よろしくお願いします！

　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者などがマ
イカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。
▶交付対象者
　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　·本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　·町税などを滞納していない方
　·町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　※運転免許証を自主返納した日から１年以内に申請が必要です。
▶交付されるもの
　・阿寒バス回数券　・摩周ハイヤー乗車券　・摩周湖スタンプ商品券
　※この中から合計２万円分を交付します。
▶申請方法
　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　・本人であることが確認できる書類
　　（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証・マイナンバーカードなど）
　・印鑑
　・警察署で発行される運転免許証の取り消し通知書
　※申請後、２週間程度で本人に通知します。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付

町運転免許証返納支援事業
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提　 出　 先／役場農林課☎４８２‐２９３６（課直通）
問い合わせ先／北海道釧路家畜保健衛生所☎０１５４‐５７‐８７７５・FAX０１５４‐５７‐６１２５

　家畜伝染病予防法により、家畜・家きんの
飼養者には、飼養する目的（ペット、教育、
展示、学術など）を問わず、毎年「定期報告
書」の提出が義務付けられています。

定期報告書様式は北海道石狩家畜保健衛生所のウェブ
サイトからダウンロードできます。
定期報告 - 石狩振興局石狩家畜
保健衛生所で検索または右のQR
コードから

家　畜：牛、豚、馬、水牛、鹿、めん羊、ヤギ、イノシシ
家きん：鶏、アヒル、ウズラ、キジ、エミュー、ダチョウ、ホロホロ鳥、七面鳥
※ミニブタやチャボ、烏骨鶏も対象です

▶なぜ、提出が必要なの？
　口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどが発生した際、定期報告書の情報を元に、家畜や家きんがどこに何頭（羽）
飼養されているか把握し、病気が広がらないよう初動防疫を行います。
　そのため、定期報告書は地域の家畜を伝染病から守るために欠かせません。一方で、防疫の遅れにつながるため、
未提出者には罰則（30万円以下の過料）もあります。

提出期限は…
家畜は４月15日㈬まで 家きんは

６月15日㈪まで

定期報告書の提出を
お願いします!

家畜・家きんを　　　　　　　飼養している皆さんへ1頭1羽でも1頭1羽でも

　大地震などの災害はいつ起こるかわからず、発生を未然に防止することもできません。有事の際に自らの安
全を確保するためにも、日頃から食料・飲料水の備蓄やハザードマップ・避難所の確認などといった「自助」
の取り組みが必須となります。
　下記のチェックリストで、皆さんの「防災自助力」を確認してみませんか？

　10個全部にチェックできた人：素晴らしい！「防災マスター」の称号を贈ります。
　９～６個にチェックできた人：自助力はおおむね十分です。発災時は落ち着いた行動を。
　５～１個にチェックできた人：町が実施する防災訓練などに参加してみませんか？
　１個もチェックできなかった人：できることから、防災への備えをしましょう。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２-２９１２（課直通）

あなたの「防災自助力」は？
防災ワンポイントコーナー

【防災自助力チェックリスト】
　□　自宅に３日分以上の飲料水を備蓄している。
　□　食品のローリングストック（日常生活で消費しながら備蓄）を実施している。
　□　寝室に倒れやすい家具を置いていない、または倒れないように固定してある。
　□　自宅建物の耐震性が確保されているかを知っている。
　□　自宅近くのハザードマップを見たことがある。
　□　自分や家族が避難する場所および経路を知っている。
　□　非常時に持ち出す物品を把握している、またはリュックサックなどに詰めてある。
　□　気象庁の「キキクル」などの防災・気象情報アプリを閲覧している。
　□　災害用伝言ダイヤル「１７１」を知っている。
　□　町から「避難指示」が発表された場合、可能な限り安全な場所に避難するよう心掛けている。
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□適切にインターネットを利用する
　子どもたちがＳＮＳで誘い出され、事件に巻き込まれる深刻な事案が発生してい
ます。インターネットに関する知識や情報モラルを身に付け、正しく利用しましょう。
□家庭のルールを作る
　長時間利用によるネット依存症も増加しています。適切な生活習慣を身に付けられるよう、
お子さんと一緒に話し合い「利用時間は夜９時まで」など、具体的にルールを決めましょう。
□フィルタリングなどを設定する
　違法・有害サイトにアクセスできないように制限する機能です。併せて、課金制限や時間
管理を設定できる「ペアレンタルコントロール」機能も利用し、お子さんをトラブルから守
りましょう。

お子さんが安心安全にスマートフォンを利用するために

問い合わせ先／総務省北海道総合通信局情報通信部電気通信事業課☎０１１-７０９-２３１１

保護者の皆さんは、お子さんがスマートフォンを利用される際、次の点にご注意ください。

インターネット
トラブル事例集

総務省ＨＰ

【
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
】

　
町
で
は
働
き
盛
り
世
代
の
方
の
脳
血
管
疾

患
の
早
期
発
見
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
摩
周
厚
生
病
院
で
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
対
象
》
…
①
〜
⑦
の
全

て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
町
に
住
民
票
の
あ
る
方

②
令
和
８
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
方
か
ら
検

診
当
日
74
歳
ま
で
の
方

③
過
去
２
年
以
内
に
本
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

④
脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
お
よ
び
経
過
観
察

中
で
な
い
方

⑤
外
科
的
手
術
に
よ
り
、
体
内
に
金
属
お
よ

び
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
な
い
方

⑥
町
の
事
業
以
外
で
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

が
受
け
ら
れ
な
い
方
（
勤
め
先
な
ど
で
助

成
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

⑦
町
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
方

《
申
込
期
間
・
方
法
・
自
己
負
担
額
》

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

ま
で
に
、
事
前
に
「
脳
ド
ッ
ク
検
診
申
請

書
」
お
よ
び
「
事
前
問
診
票
」
を
ご
提
出
い

た
だ
き
、
内
容
を
確
認
の
上
、
助
成
を
決
定

し
ま
す
。
自
己
負
担
額
は
、
年
齢
や
特
定
健

診
を
同
時
受
診
す
る
か
に
よ
っ
て
約
８
千
円

〜
約
１
万
２
千
円
と
異
な
り
ま
す
（
特
定
健

診
と
同
時
受
診
で
き
る
の
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
み
と
な
り
ま
す
）。

《
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
た
後
は
》

　
至
急
精
密
検
査
が
必
要
な
方
は
医
療
機
関

か
ら
、
そ
れ
以
外
の
方
は
役
場
の
保
健
師
か

ら
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。

【
成
人
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
】

　
町
で
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

《
助
成
対
象
》

　
接
種
日
に
町
に
住
民
票
の
あ
る
50
歳
以
上

の
方

《
対
象
の
ワ
ク
チ
ン
》

　
生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
接
種
・
皮
下
注
射
）

と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
・
筋
肉
注

射
）
が
あ
り
ま
す
が
、
予
防
効
果
期
間
の
長

い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
助
成
と
な
り
ま

す
。

《
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

　
２
か
月
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
２
回
接
種

（
６
か
月
以
内
を
推
奨
）

※
持
病
や
治
療
内
容
に
よ
り
、
医
師
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
接
種
間
隔
を
１
か
月

ま
で
短
縮
で
き
ま
す
。

《
助
成
回
数
》

　
２
回
を
上
限
に
し
、
１
回
に
つ
き
１
万
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
（
過
去
に
自
費
で
接

種
し
て
い
る
回
数
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

《
申
込
方
法
》

　
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
健
康

こ
ど
も
課
健
康
推
進
係
に
申
し
込
み
の
上
、

各
医
療
機
関
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

《
実
施
医
療
機
関
》

•
摩
周
厚
生
病
院

•
美
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

•
川
湯
の
森
病
院

《
そ
の
他
》
　

•
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
た
め
、
他
の
ワ
ク
チ

ン
と
の
間
隔
は
空
け
ず
に
接
種
い
た
だ
け

ま
す
。

•
申
し
込
み
時
に
は
町
民
で
あ
る
こ
と
と
、

年
齢
の
確
認
で
き
る
保
険
証
な
ど
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課
健

康
推
進
係
（
６
番
窓
口
）
☎
４
８
２
‐

２
９
３
５
ま
で
。

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度
事
業
事
業
を
紹
介
し

を
紹
介
し
ま
す
ま
す
‼ ‼ 
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令和８年度も継続開催！井戸端交流会

令和８年度の開催予定

毎月第一金曜日
18時30分～20時開催会場：㈱テシカガタウンラボ

　　（中央１丁目５‒ 19　旧松本自転車商会）

※駐車は近隣公共駐車場へお願いします

きほん

てしかがコミュニ Tea とは、

“ みんながゆる～く繋がる出会いの場 ” です

夕食持ち込み ok　飲み物持ち込み ok　自分という存在の持ち込み大歓迎！

年齢不問　出入り自由　申し込み · 参加費不要

語ってよし 聴くに徹してもよし 居るだけでもよし

マイカップ持参　ごみは持ち帰りましょう

●令和８年
　４月３日  ５月１日  ６月５日
　７月３日  ８月７日  ９月４日

10月２日  11月６日  12月４日

●令和９年
　１月８日  ２月５日  ３月５日

問い合わせ：
teshikaga.ijusodan@gmail.com

移住コーディネーター　小島

地域おこし協力隊退任のご挨拶

心
理
専
門
職
と
し
て

「
点
と
点
を
繋
ぎ
」
育
ん
だ
活
動

生

　永

　絵
美
子

全
国
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
る
前
日
の
緊
迫
し
た
状
況
下
で
弟
子

屈
に
着
任
し
、「
福
祉
活
動
包
括
支
援

員
」
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
生
永
絵
美
子
で
す
。
産
休
・

育
休
を
含
め
た
４
年
３
か
月
の
活
動
で
は
、
臨
床
心
理
士
・
公

認
心
理
師
の
専
門
性
を
軸
に
、
地
域
を
歩
き
な
が
ら
皆
さ
ん
の

声
や
思
い
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
支
援
活
動
と
し
て
は
、
元
気
な
高
齢
者
の
力
を
借

り
た
「
出
張
あ
そ
び
の
会
」
や
「
ハ
ー
ブ
ｄ
ｅ
お
茶
会
」、
そ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
て
し
フ
ァ
ミ
」
主
催
で

多
団
体
と
連
携
し
た
「
お
さ
が
り
ど
う
ぞ
会
」、「
子
育
て
世
代

向
け
防
災
講
座
」
な
ど
の
開
催
。
他
に
も
「
ひ
き
だ
し
部
」
に

よ
る
井
戸
端
交
流
会
「
て
し
か
が
コ
ミ
ュ
ニ
Ｔ
ｅ
ａ
」
や
「
イ

ー
ト
イ
ン
」、「
わ
く
わ
く
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
な
ど
、
世
代
を
超
え
て

人
々
が
自
然
に
混
ざ
り
合
え
る
場
を
創
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

独
居
の
高
齢
者
家
庭
訪
問
だ
け
で
な
く
、
中
学
生
と
の
交
流
の

機
会
づ
く
り
や
、
中
学
校
で
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催
や
倖
和

園
へ
の
学
生
・
母
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
橋
渡
し
な
ど
、
既
存
組

織
の
壁
を
越
え
た
連
携
を
主
導
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
福

祉
の
土
台
を
支
え
る
役
場
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
や
、
町
民
・

専
門
職
向
け
講
演
会
に
も
注
力
し
、
多
角
的
に
活
動
し
て
き
ま

し
た
。

活
動
の
本
質
は
、
個
々
の
『
点
』
が
対
話
を
通
じ
て
『
線
』

に
な
り
、
地
域
の
『
根
』
と
な
っ
て
い
く
関
係
性
を
育
む
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
は
『
横
や
斜
め
に
繋
が
る
文
化
』
と
い
う
、
目

に
見
え
な
い
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
取
り
組
み
で
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
多
く
の
方
々
の
温
か
な
善
意
に
支
え
ら

れ
て
実
現
で
き
た
も
の
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
直
接
お
礼
に
伺

う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

３
月
31
日
を
も
っ
て
協
力
隊
を
退
任
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
仁
多
交
流
セ
ン
タ
ー
隣
「
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
Ｔ
Ｏ
　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」
内
に
開
設
し
た
相
談
室

「
杜
の
薬
箱
」
を
拠
点
に
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
企
業
向
け
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
通
じ
て
、
皆
様
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
せ

る
お
手
伝
い
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

高齢者によるお絵かき教室「認知症と高齢者うつ」の講演会の様子「出張あそびの会」での親子ふれあい遊び中学生と高齢者交流
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町民の皆さんと共に進める健康づくり
　健康は、日々の「食」、「運動」、「睡眠」、そして「こころの休養」の積み重ねから作られます。町では広報や健
康教育を通じて情報発信を行っていきますので、ぜひご自身やご家族の健康について考えるきっかけにしていただ
ければと思います。
　計画の詳細は、町ホームページでも公開しています。みんなで一緒に健康な町をつくっていきましょう！

窪
くぼ

内
うち

琴
こと

音
ね

ちゃん 藤
ふじ

田
た

望
み

緒
お

ちゃん 堀
ほり

糸
し

珠
ず

樹
き

くん

むし歯の
なかった
お子さん

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２-２９３５（課直通）

社会全体での「生きる支援」
　自殺対策は保健・福祉だけでなく、教育、労働、産業などあらゆる分野が連携する

「包括的な支援」として進められます。行政の各部署が、それぞれの事業（母子保健、
生活保護、町税徴収、公営住宅管理など）を通じて異変に気づき、必要な支援へとつ
ないでいくネットワークの強化を図ります。

❶ 食育・栄養・食生活（食育推進計画）
現状と課題： 子どもは中学生、高校生になるに

つれ、朝食欠食率が増加し、野菜
摂取不足も課題となっています。
また、成人の塩分摂取量は目標

（7.0g 以下）を大きく上回ってお
り、野菜摂取量も目標の350g に届
いていません。

行 動 目 標： 楽しく、おいしく食べて元気にな
ろう！

主 な 取 組： 「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣化、
１日２回以上の主食・主菜・副菜
をそろえた食事、減塩（薄味の工
夫や麺類の汁を控える）の実践を
目指します。

❷ 運動・身体活動
現状と課題： 働いている世代では、１日30分以

上の運動を実施することが難しく、
日常生活の歩数も少ない傾向にあ
ります。

行 動 目 標： こまめに身体を動かし、活き生き
ライフ！

主 な 取 組： 少しでも体を動かす、地
域の運動サークルへの参
加、歩数計の活用などに
よる自身の活動量の把握
を目指します。

❸ 睡眠・休養
現状と課題： 睡眠による休養が十分に取れてい

る人の割合は減少傾向にあります。
また、小中学生のメディア使用時
間が長く、就寝時間に影響してい
る可能性があります。

行 動 目 標： 適切な睡眠と上手な休養で活力の
ある生活を！

主 な 取 組： 質の良い睡眠の確保、趣味による
気分転換、子どものメディア時間
の適切利用を目指します。

❹ 飲酒
現状と課題： 生活習慣病のリスクを高める量（純

アルコール１日20～40g 以上）を
飲酒する女性が増加傾向にあり、
多量飲酒（３合以上）の割合も高
い状況です。

行 動 目 標： 適切な飲酒量を知り、アルコール
と上手に付き合おう！

主 な 取 組： 適切な飲酒量の周知やアルコール
に関する相談先の周知などにより、
休肝日の設定、妊娠中の飲酒0％
の維持を目指します。

❺ たばこ
現状と課題： 喫煙率が全道・全国を上回っており、

特に女性の70代で顕著です。また、
肺の病気である COPD の認知度が
低く、たばこが体に及ぼす影響に
ついて知らない人が多い可能性が
あります。

行 動 目 標： 大切な人をたばこの害から、守ろ
う！

主 な 取 組： 受動喫煙防止、禁煙外来の活用、
子どもへのたばこの害に関する教
育を進めていきます。

❻ 歯・口腔
現状と課題： 中学生のむし歯の割合が増加して

おり、50～60代で24本以上の歯を
持つ人の割合も全国平均より低い
状況です。

行 動 目 標： 健口習慣でブラッシュアップ！
主 な 取 組： 年１回の歯科健診、フッ化物の活用、

「かかりつけ歯科医」での早期治療
と定期的なケアを勧めていきます。

❼ 生活習慣病（糖尿病・循環器疾患）
現状と課題： 成人の肥満や高血糖、高 LDL コレ

ステロールの割合が全道・全国と
比較して高い状況です。

行 動 目 標： 予防できる病気で倒れないぞ！
主 な 取 組： 年に 1 回の健康診断受診、適正体重

の維持、健診結果に基づく精密検査
の受診などを

　　　　　　勧めます。

❽ がん
現状と課題： 肺・大腸・乳がんは全道平均より

高い受診率ですが、胃がん検診の受
診率が低くなっています。また、ど
のがん検診においても、精密検査未
受診の方がいます。

行 動 目 標： 定期的な受診と、がんに負けない身
体をつくろう！

主 な 取 組： がん検診の定期受診、精密検査の受
診、乳がんの自己触診の啓発など、
早期発見・早期治療の体制を強化
します。

❾ こころの健康（自殺対策計画）
現状と課題： 本町の自殺死亡率は、全国・全道や

釧路管内と比較して高く、若干の増
加傾向にあります。また、自殺率が
高い一方で、うつ病で受診している
町民は全国・全道より少ない傾向
にあり、適切な医療につながってい
ない可能性があります。

行 動 目 標： 自分や周りの人の変化に気づき、こ
ころの健康を保とう！
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計画の策定にあたって ～「三つの計画」を一つに～

健康づくりの基本目標 ～幼少期から将来を見据えて～

　町では平成17年に最初の「元気てしかが21」計画を策定して以来、健康寿命の延伸や生活の質の向上を目的とし
て健康増進事業を推進してきました。今回の第三次計画では、これまでの「健康増進計画」と「食育推進計画」に
加え、新たに「自殺対策計画」を一体化しました。これにより、からだの健康や食事だけでなく、「こころの健康」
も総合的に捉えた健康づくりを推進していきます。
　令和5年度の町の高齢化率は41.2％に達し、全国平均を10ポイント以上上回っています。こうした社会を支える
ためには、あらゆる世代が健やかに過ごし、地域全体で健康づくりに取り組むことが不可欠です。

町の４つの重点課題
　町の保健統計やアンケート調査の結果から、特に優先して取り組むべき「４つの重点課題」を取り上げました。

　本計画では、将来の健康寿命の延伸を見据え、次の大目標を掲げています。

大目標：幼少期からの健康づくりで、心身ともに健康な弟子屈町

１．肥満児の割合が多い
　小学５年生の肥満児の割合が、全道平均と比較して男女ともに高い状況にあります。幼少期の肥満は成人期の生活習慣
病リスクを高めるため、早い段階からの生活習慣の改善が重要です。

２．高血糖（HbA1c 6.5％以上）の方が多い
　町の健診を受診した方のHbA１c（過去１～２か月間の平均的な血糖値の状態を表す指標）が6.5％以上の割合は18.6％
であり、全国平均を大きく上回っています。重症化すると心筋梗塞や脳梗塞の懸念があるため、重点的な改善に取り組ん
でいきます。

３．自殺死亡率が高い
　本町は自殺者が多い傾向にあります。これまで進めてきた「ゲートキーパー（命の門番）」の養成をさらに継続・拡大し、
悩んでいる人に気づき、支え合える地域づくりを強化します。

４．未処置歯がある者の割合の増加
　治療が必要な歯をそのままにしている方の割合が増えています。口腔内の健康は全身の健康に直結するため、定期的な
歯科健診の受診と早期治療を勧めていきます。

　町民一人一人が主体的に健康づくりに取り組むとともに、次世代を担う子どもたちの
健康を守ることが、将来の健康寿命の延伸につながっていきます。本計画を構成する分
野では、それぞれ目指すべき目標値と、その目標値を達成するための行動目標を設定し
ています。

元気てしかが21（第三次）
計画を紹介します!
　町民の皆さんの健やかな暮らしを支える指針として、
新たに策定した「元気てしかが21（第三次）計画」についてご紹介しま
す。この計画は、令和７年度から令和18年度までの12年間を計画期間と
し、町民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組めるまちを目指し、
作成しました。

14広報てしかが 2026.4



申し込み・問い合わせ先／役場水道課業務係☎４８２-２９４２（課直通）

　町では、本年度も浄化槽設置費用の一部について、補助金を交
付します。
【補助の対象・内容】
　· 町が定めた町公共下水道事業計画区域を除く地域であるこ

と。
　·自らが居住または居住しようとしている建物で処理対象人

員が50人槽以下の浄化槽であること。
　·町内に住所を有していて、町税などを滞納していないこと。
　·浄化槽工事業の登録または届出をしている町内の排水設備指定店が施工するもの。　※別表１参照

·補助の対象となる費用は、浄化槽本体に係る工事費用のみですが、トイレや屋内の排水設備費用などについて
は、住宅建設促進事業の対象となり併用することができますので、詳しくは担当課（役場建設課建築係☎４８２-
２９４１【課直通】）までご相談ください。

放流管工事
（補助対象外）

排水設備工事など
（補助対象外）

浄化槽設置工事
（補助対象）

放流管 浄化槽本体

送気管

ブロア（送風機）

流入管
汚水ます

人槽区分 補助上限額
５人槽 900,000円
７人槽 1,150,000円

10人槽以上50人槽以下 1,530,000円

店名 住所(弟子屈町) 電話番号
㈲鎌田水道工務店 高栄３丁目１番６号 482-2140

㈱熊谷工務店 高栄４丁目４番28号 482-1941
鋼管建設工業㈱ 美里４丁目１番20号 482-4217

㈱近藤建設 鈴蘭２丁目１番11号 482-1060
大栄電業㈱ 泉４丁目10番３号 482-2677
㈱協和建設 高栄１丁目２番２号 482-2369

別表１【指定工事店】 別表２【補助上限額】

▼受付期間／４月１日㈬～10月30日㈮まで

▼受付場所／役場水道課業務係

▼申請方法／ 補助金の交付申請については、「弟子屈町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規
則」に基づく各書類の提出が必要です。

補助金の交付決定を受ける前に工事を開始すると、補助金を交付できません。工事を行う前に詳しい
提出書類などを説明しますので、必ず役場水道課にお問い合わせください。

　※本年度の補助金は予算の範囲内で交付しますので、年度途中で終了する場合があります。

※ 単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合は、単独浄化槽の撤去費用に対して、12万円を上限額とし、別表２の補
助上限額に加算します。

申請
手続き

合併処理浄化槽設置整備事業

合併処理浄化槽設置のための補助を行っています

令和８年３月31日発令　人 事 異 動

■【退職　令和８年３月31日】
　▶廣川直樹（建設課長）

　▶牧原大輔（複合展示型ふるさと歴史館業務係兼ねて図書館業務係）

　▶濱田亜弥（老人ホーム倖和園養護生活係）
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川湯温泉街景観ガイドラインを策定

川湯温泉街再整備等に係る説明会を開催

問い合わせ・申し込み先／役場観光商工課川湯温泉街整備室☎４８２-２９４０（課直通）

　町では、川湯温泉街において、持続可能なまちづくりを行うための「川湯温泉街景観ガイ
ドライン」を策定しました。
　このガイドラインは、町民皆さんとのワークショップを通し、川湯温泉の魅力を磨き、川
湯温泉街が持続的に発展できるように定められたものです。内容としては、国立公園内とし
て定められる既存の基準を見直し、新たな基準を設定した「法的な位置づけのあるルール」と、
「地域独自のルール」が明示されています。
　川湯温泉街の持続的な発展のため、皆さんのご協力をお願いします。

　町では、３月1・2日の2日間、川湯ふるさと館で川湯温泉街再整備の状況に関する説明会を開催しました。
この説明会は、時間内であればいつでも参加できるオープンハウス形式で行い、これまでの川湯温泉街での
取り組みをパネルや展示物、各種冊子などで紹介し、質問には担当者が
対応しました。
　説明会は2日間合わせて50人以上の方が参加され、再整備の状況を熱
心に聞いていました。
　この展示物は、今後も川湯ふるさと館内に常設されていますので、ぜ
ひご覧ください。

（広告）

【主なルール】
・建物の高さは温泉川沿い4.5メートル以下かつ平屋、それ以外は１3メートル以下とする。
・建物の面積は2,000平方メートル以下とする。
・建物の外壁は茶色やベージュまたは自然の材料の色を基本とする。
・照明の色は電球色の暖かい光とする。
・看板などは温泉街の景観を崩さないよう大きさや設置数は必要最小限とする。
※�この新たな基準は、ガイドラインが定める範囲において、今後の新築や新設、建替えや
改修などに適用されますので、その際は、環境省阿寒摩周国立公園管理事務所（☎483-
2335）、または役場観光商工課までご相談ください。

ガイドラインは
こちらから

川湯温泉街景観
ガイドライン
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卒業生による答辞
（3/19　弟子屈中学校）

期待に胸膨らませた笑顔（3/19　弟子屈小学校） いつも一緒に過ごしてきた在園児とともに
（3/19　川湯保育園）

これまでの感謝を伝える（3/21　認定こども園ましゅう） 凛々しい表情での旅立ち
（3/１　弟子屈高校）

思い出の教 室で記念撮影（3/19　川湯中学校）

卒業生たちによる最後のあいさつ
（3/24　美留和小学校）

　 ６年間の 学校生活に思いをはせながら（3/24　和琴小学校）
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３月１日の弟子屈高校を皮切りに
町内の小中学校で卒業式が、

保育園・認定こども園で卒園式が行われました。
今年の卒園児・卒業生は、

保育園・認定こども園が22人、
小学校39人、中学校48人、高校16人です。

式を終えた卒園児・卒業生は
希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました。

弟子屈高校の卒業式の様子は
町公式YouTubeでもご覧いただけます。

※川湯保育園は、編集スケジュール上、お別れ会の様子を掲載します。

今日まさに旅立ちの時

卒業式卒業式 卒園式卒園式

緊張した面持ちで受け取る卒業証書（3/19　川湯小学校）

思い出の教 室で記念撮影（3/19　川湯中学校） 最後の校歌斉唱（3/１　弟子屈高校）

　 ６年間の 学校生活に思いをはせながら（3/24　和琴小学校） 気持ちを込めて式歌合唱（3/19　弟子屈中学校）
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問い合わせ先／役場福祉課地域包括支援係☎４８２-２９２１（課直通）

自家栽培の野菜と手料理

挨拶をするシニアクラブ代表

茶話会前のいきいき百歳体操

高橋さんと奥春別シニアクラブの皆さん

奥春別シニアクラブを訪問
      （生活支援体制整備事業）
　令和７年11月に開催した、作業療法士で地域づくりコーチ・アドバイザーの堀江
勇夢さんによる研修会「リハ職が地域に飛び出してみたら『暮らしの豊かさ』が見
えてきた！」を踏まえ奥春別地区を訪問。奥春別の皆さんの持つ力や、つながりの
豊かさを教えていただきました。

～奥春別地区の底力～
　老人会が幕を閉じて数年。今は形を変え新しい『つながり』となっている奥春別地区に集まる自然な笑
顔と、持続可能な『つながり』を教えていただくため、現在町内でフォトグラファーとして活躍している
元協力隊員の高橋志学さんと茶話会にお邪魔しました。
　「みんなで楽しくやりたい」と話す奥春別シニアクラブの代表。野菜を作っている方が多く、自宅で食
べきれない野菜を「取りにおいで」と電話をすると取りに来てくれる『お互い様』の関係性や、地区が違
ってもいきいき百歳体操やふまねっと運動の参加を通じて受け入れてくれる包容力、「車に乗れなくなっ
たらどうしようか」とお互いの気にかけ合いがあるようです。
　奥春別地区の強さの一つには、入植時の団体移住という歴史的なつながりがあり、その絆は現在も健在
です。特に、大きな野菜畑を切り盛りし、美味しい料理と知恵を教えてくれる80代の先輩は、まさに「地
域の母」。「この人の言うことはみんな聞いちゃう」と代表が笑顔で語るように、尊敬できる人生の先輩が
中心となり、みんなで野菜や料理を「たかる（いただく）」という、支援する側・される側ではない『お
互い様』のつながりがあります。
　おいしいものを食べ、時には「あの時大変だったよね～」と懐かしい苦労を共有する。この場が持つ力
強く優しい雰囲気は、世代を超えたつながりを生んでいます。
　若い世代も快く受け入れてくださるとのこと。先輩から暮らしの知恵を学び、先輩世代が若者からエネ
ルギーをもらう。一人ひとりが地域の中で活躍できる役割を持っていることを教えていただきました。
　皆さんの地域で、実はあたりまえに続けている地域の力や、魅力を教えていただけるとうれしいです。
多世代の交流・地域づくりについてお話をしてみませんか？

講師の堀江さん
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『『令和６年能登半島地震令和６年能登半島地震』』
災害義援金の受付について災害義援金の受付について
　町では、令和９年３月31日㈬まで期間を延長し、被災され
た方々のために義援金の受付をしています。
　令和８年２月末現在、276,667円の義援金を受付しました。
　皆さまの温かいご支援に感謝申し上げます。

応援
を

します

能登

問い合わせ先／役場福祉課地域福祉係　☎４８２-２９２１ (課直通) まで

【自分を大切にするための講話（家族介護教室）】
令和７年11月16日

　地域交流ホールてしかがで、家族を介護している方や専門
職の方を対象に、北海道医療大学の石垣靖子名誉教授を講師
に迎え、「人生の主人公のあなたを、大切に歳を重ねても自分
らしく生きるために」というテーマで講話を開催しました。
　本講話では、「人生のさいごまで、認知症があっても年齢を
重ねても『あなたは、あなた』として尊重されること」、「幸
せな老後を生きるためには、社会的つながり・自助・互助能
力を取り戻し、支える専門職の役割が重要であること」、「人
間を看ようとしなければ日常業務が生活支援の目標になって
しまうからこそ、人間尊重の医療・ケアがますます大事な時代になってきていること」などを学びました。
　講話の結びには、「その人の人生はその人しか生きられない。」、「You matter because you are you：
あなたは、あなただから大事なのです（シシリー・ソンダース）」という素敵な言葉も教えていただきました。

【認知症ミニ講話（認知症総合支援事業）】
令和８年２月19日

 　川湯農村センターで地域の方を対象に、川湯の森
病院武井みずほ院長による「認知症の方とのコミュ
ニケーション」をテーマにしたミニ講話を開催しま
した。
　認知症の方の「なぜだろう？」と感じる言葉や行
動にはそれぞれの意味があることや、実際に武井院
長が経験した患者さんとのやりとりや子育ての視点
から、認知症の方には物忘れ以外にも多くの特徴が

あり、共感力（察する力、感じる力）が本能的に鋭くなることを教わりました。また、「してあげる・して
もらう」の代わりに「ともに歩む・ともに成長する」という意識を持つことの大切さも学びました。当日参
加できなかった介護者からの質問にも事例を挙げアドバイスしていただき、参加者は何度も大きくうなずき
ながら、真剣な様子で講話を聴いていました。

問い合わせ先／役場福祉課地域包括支援係☎４８２-２９２１（課直通）

講話を行う石垣名誉教授

武井院長によるミニ講話の様子

福祉にまつわる講話を開催しました!
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弟子屈高校の　　　　　　　弟高ニュース弟子屈高校の　　　　　　　弟高ニュースいまいまが分かる！が分かる！

vol.20「和歌山大学観光学部出前授業」

　３月１0日、和歌山大学観光学部の竹林浩志教授、出口竜也教

授、同校卒業生の炭田晃希さんによる出前授業が行われました。

1、2年生を対象にした探究の進め方に関する授業です。

　大学での研究方法の一端を紹介してもらうことで、「学ぶ」

ことの本質や心構えについて改めて考える貴重な機会となりま

した。また、2年生は、個々に取り組んでいる探究活動の中間

報告に対して助言を受け、３年生のまとめに向けた今後の進め

方への具体的なヒントを得ることができています。

　このように、弟子屈高校では町外からもたくさんの協力をい

ただく機会があり、生徒たちは学びを深めることができていま

す！

地学協働コーディネーター　萩原寛暢・川上椋輔

出前授業の様子出前授業の様子

教授らから助言をいただく生徒たち教授らから助言をいただく生徒たち

令和７年度も無事に終了しました。
今年度は約60本以上の動画を公開させていただきました。
いつもご覧いただき、本当にありがとうございます。

人口6,300人の町で、
毎月必すニュースが生まれているということ。
一見当たり前のようですが、
決して当たり前ではないと思っています。
町民の皆さんが日々活発に動いている証です。

これからも、皆さんの明るいニュースを町内だけでなく、
町外の方々にも届けていきたいと考えています。
今後ともぜひご協力をお願いします。

「こんな情報を発信したい！」
「○○を紹介したい！」
そんなアイデアがありましたら、
お気軽にご相談ください。
皆さんからのご連絡をお待ちしています！

２月に久しぶりに生配信を行いました！川湯温泉の街並みの変化を実際に歩きな
がら紹介していますので、ぜひアーカイブをご覧ください！

同じく２月ですが毎年恒例の極寒芸術祭が開催されました。海外アーティストも
参加している芸術祭。せひご覧ください !

取材問い合わせ先：
まちづくり政策課政策調整係
☎４８２-２９１３（課直通）
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２月21日・22日の２日間、町内では冬を盛り上げるイベントが開催されました。
会場には弟子屈の冬を楽しむ参加者たちの笑顔がたくさん溢れていました。

弟子屈弟子屈のの冬冬ののイベントイベント寒さも吹き飛ばす寒さも吹き飛ばす！！

２月21日　森のスノーパーク2026in川湯温泉２月21日　森のスノーパーク2026in川湯温泉

２月22日　みんなおいでよ！てしかが２月22日　みんなおいでよ！てしかが★★★★★★花火村花火村

雪のミニすべり台でそり遊び雪のミニすべり台でそり遊び

アカエゾマツと雪を使った森の香りの石けん作りアカエゾマツと雪を使った森の香りの石けん作り

歩くスキーで川湯園地を散策歩くスキーで川湯園地を散策

熱気球の試乗体験も熱気球の試乗体験も

キッチンカーには長蛇の列がキッチンカーには長蛇の列が 冬空を彩る大迫力の打上花火冬空を彩る大迫力の打上花火
会場のポスターは弟子屈小学校会場のポスターは弟子屈小学校
６年生のみんなが作成６年生のみんなが作成

幻想的なイルミネーションのトンネル幻想的なイルミネーションのトンネル

日が暮れてからの「無限手持ち花火」日が暮れてからの「無限手持ち花火」

成功すれば景品が貰える雪玉の的あてゲーム成功すれば景品が貰える雪玉の的あてゲーム

焚火で焼きマシュマロ作り焚火で焼きマシュマロ作り

22広報てしかが 2026.4



ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
た
た
え
て

　
令
和
７
年
度
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
が
３

月
12
日
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
３
個
人
、

１
団
体
、
奨
励
賞
２
個
人
、
１
団
体
、

功
労
賞
１
個
人
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
今
川

航
太
さ
ん
が
「
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な

名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
者
を
代
表

し
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
こ

の
８
年
間
苦
し
い
時
期
も
自
信
を
掴
め

た
時
期
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
夢
に

向
か
い
﹃
成
長
し
た
い
﹄
と
い
う
一
心

で
戦
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
も
同
じ
志
を
持
ち
、

日
々
努
力
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
で

す
が
、
私
た
ち
が
日
々
努
力
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
決
し
て
当
た
り
前
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
練
習
環

境
が
あ
っ
た
の
も
、
健
康
で
丈
夫
な
身

体
を
作
る
食
事
を
摂
れ
た
の
も
、
競
技

の
前
線
で
戦
い
続
け
ら
れ
た
の
も
、
応

援
し
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
、
コ
ー

チ
、
仲
間
を
含
め
た
弟
子
屈
町
の
皆
さ

ま
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
。
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
、

私
は
こ
の
春
、
札
幌
大
谷
高
等
学
校
に

進
学
し
、
新
た
な
環
境
で
競
技
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
と
同
じ

よ
う
に
地
元
を
離
れ
る
人
も
い
れ
ば
、

弟
子
屈
町
に
残
り
、
競
技
を
続
け
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
遠
く
離
れ
た
場
所
で
戦
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
選
手
一
同

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
弟
子
屈
町

の
皆
さ
ま
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
更
な
る
高
み
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
敬
称
略
）

▼
今
川

　
航
太
（
川
湯
中
学
校
３
年
）

　
第
46
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会

　

　
１
０
０
ｍ
自
由
形

優
勝

▼
村
上

　
楓
（
酪
農
学
園
大
学
付
属
と

わ
の
森
三
愛
高
校
３
年
）　

令
和
７
年
度
第
78
回
北
海
道
高
等
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
男
子
団
体

　
優
勝

▼
Ｉ
＆
Ｍ
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ

（
猿
田
小
夏
・
金
川
眞
千
・
坪
井
紗

愛
・
野
田
麻
奈
・
磯
里
美
空
・
猿
田

咲
花
・
和
田
玲
衣
菜
）

２
０
２
５
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｃ
ｕ
ｐ

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会

オ
ー
プ
ン
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
門

優
勝

▼
佐
々
木

　
敏
行

　
第
８
回
全
日
本
柔
術
選
手
権

　（
青
帯
フ
ェ
ザ
ー
級
）　
優
勝

□
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
敬
称
略
）

▼
櫻
岡

　
凛
音
（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）

第
43
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
小
学
６
年
女
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

第
２
位

▼
小
泉

　
颯
葉
（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

　
第
53
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会

　
女
子
63
㎏
 級

　
第
３
位

▼
弟
子
屈
ク
ッ
シ
ー
ズ

（
松
岡
煌
祐
・
山
越
僚
哉
・
佐
藤
鈴

音
・
三
浦
優
茉
・
目
黒
初
華
・
平
野

蒼
佑
・
小
林
音
慧
・
長
谷
桂
吾
・
松

岡
美
怜
・
長
谷
一
花
）

第
31
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

　

　
混
合
の
部

　
第
３
位

□
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
（
敬
称
略
）

▼
丸
山

　
勉

　
摩
周
歩
く
ス

キ
ー
と
山
の
会

の
会
長
、
副
会

長
と
し
て
永
年

に
渡
り
登
山
や

歩
く
ス
キ
ー
の

普
及
・
振
興
に

ご
尽
力
さ
れ
た
。

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

□
全
道
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

▼
第
48
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
北
海

道
予
選
会
（
２
月
22
日
札
幌
市
）

　
今
川

　
航
太
（
川
湯
中
学
校
３
年
）

　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
１
位

　

　
２
０
０
ｍ
自
由
形

　
２
位

□
全
国
大
会
出
場
（
敬
称
略
）

▼
第
22
回
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
Ⓡ
争

奪
学
童
軟
式
野
球
３
年
生
大
会
（
３

月
28
・
29
日
滋
賀
県
）

　
松
山

　
叶
芽
（
川
湯
小
学
校
３
年
）

地
域
貢
献
に
感
謝

　
開
成
建
設
工
業
㈱
（
小
澤
慎
司
代
表

取
締
役
）
の
皆
さ
ん
が
３
月
９
日
、
町

営
野
球
場
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。

表敬訪問の様子開成建設工業㈱による除雪作業

2026.４／№310 Teshikaga.Town.Sports.NEWS
社会教育課スポーツ係
☎482-2948（課直通）／　 482-2343

集合写真 謝辞を述べる今川さん
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公
民
館
講
座
参
加
者
募
集
！

　
町
公
民
館
で
は
、
次
の
と
お
り
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

①�「
大
自
然
を
満
喫
し
よ
う
　ア
ト
サ

ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

　
令
和
８
年
硫
黄
山
の
山
開
き
の
記
念

に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
認

定
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
、
豊
か

な
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、
硫
黄
採
掘
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�

日
時
／
５
月
16
日
㈯
　
８
時
公
民
館

前
バ
ス
出
発（
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

～
13
時
公
民
館
到
着
予
定

※�

悪
天
の
場
合
、
中
止
は
当
日
の
朝
に

判
断
し
、ご
連
絡
し
ま
す
。

▼�

講
師
／
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協

議
会
認
定
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

▼�

対
象
・
定
員
／
中
学
生
以
上
の

町
民
の
方
・
24
人

※�

先
着
順
で
す
が
、
本
ツ
ア
ー
に

初
め
て
お
申
し
込
み
の
方
を
優

先
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼�

参
加
料
／
１
人
３
千
円

※
町
民
特
別
優
待
料
金
で
す
。

▼�

持
ち
物
／
雨
具
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ
（
履
き
慣
れ
て
い

る
も
の
）、帽
子
、手
袋
、行
動
食

（
お
や
つ
）、飲
み
物

▼�

服
装
／
長
袖
、長
ズ
ボ
ン（
動
き

や
す
い
服
装
）、防
寒
具

※�

時
期
的
に
想
像
以
上
に
冷
え
込
む
日

も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
暖
か
い

服
装
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

注
意
事
項
／
体
調
不
良
、飲
酒
、二
日

酔
い
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場

合
、ま
た
は
妊
娠
中
の
方
、喘
息
の
あ

る
方
は
、
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
険
に
つ
い
て
／
主
催
者
で
加
入

▼
申
込
締
切
／
５
月
７
日
㈭

②「
釧
路
川
源
流
カ
ヌ
ー
体
験
」

　
広
大
な
屈
斜
路
湖
か
ら
流
れ
る
釧
路

川
源
流
部
を
下
る
カ
ヌ
ー
体
験
を
実
施

し
ま
す
。ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
植
物
や
野
生
生
物
な
ど
を
観

察
し
、
新
緑
の
季
節
の
弟
子
屈
を
満
喫

し
ま
し
ょ
う
。

▼�
日
時
／
５
月
23
日
㈯
　
８
時
公
民
館

前
バ
ス
出
発

※�

気
象
状
況
に
よ
り
中
止
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼�

講
師
／
釧
路
川
源
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

▼�

対
象
／
３
歳
以
上
の
町
民
の
方
・
28

人
▼�

参
加
料
／
１
人
３
千
円
、
小
学
生
以

下
は
１
千
５
百
円

※
町
民
優
待
割
引
料
金
で
す
。

▼�

持
ち
物
・
服
装
／
動
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
雨
予
報
の
場
合
は
雨
具
と
長

靴
▼�

参
加
資
格
／
健
康
に
不
安
の
あ
る

方
、
医
師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い

る
方
、妊
娠
中
の
方
、当
日
飲
酒
を
し

て
い
る
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
保
険
に
つ
い
て
／
主
催
者
で
加
入

▼�

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

込
▼
申
込
締
切
／
５
月
13
日
㈬

❑�

い
ず
れ
も
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
／
町
公
民
館
☎
４
８
２
︲
２
３
４

０
ま
で
。

②
の
み
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
先
／

　�https://w
w
w
.harp.

lg.jp/m
oO
ijgW

u

ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　
広
報
１
月
号
な
ど
で
長
期
休
館
の
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
８

年
度
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼�

開
館
期
間
／
４
月
10
日
㈮
～
11
月
30

日
㈪
ま
で
　
期
間
中
無
休

▼�

入
館
料
／
高
校
生
以
上
４
２
０
円
、

小
中
学
生
２
８
０
円

▼�

体
験
料
／
ア
イ
ヌ
文
様
刺
繍
体
験
　

１
人
１
千
円

　
勾
玉
製
作
体
験
　
1
回
７
０
０
円

※�

１
回
に
つ
き
２
人
ま
で
。要
事
前
予

約
❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
ア
イ
ヌ
民
族
資
料

館
☎
４
８
４
︲
２
１
２
８
ま
で
。

生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

昨年のツアーの様子昨年のツアーの様子

いくぞ‼弟子屈展
　阿寒町在住のイラストレーター・げれ
さんの作品展を開催します。げれさんが
自主制作した本町を舞台にした漫画の
イラストなどが展示されます。弟子屈の
風景が魅力的なイラストで表現されて
いますので、ぜひ足をお運びください。
▶展示期間／４月１日㈬～30日㈭

昨年の体験の様子昨年の体験の様子▶
漫
画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▶
漫
画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「POP ART TESHIKAGA展」
▶展示期間／５月８日㈮～６月７日㈰

今後のロビー展

公民館ロビー展公民館ロビー展
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令和８年４月発行　第343号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）
地 域 安 全 ニュース

■＋１や＋４４などから始まる番号表示の電話には出ない、かけ直さないよう、

ご注意ください。
■海外との電話が不要な方は、発信・着信を無償で休止できます。
申し込み・問い合わせは国際電話不取扱受付センターへ

☎０１２０－２１０－３６４

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/index.html

交番だより　令和８年４月号

道路を渡るときは
信号や横断歩道を利用しよう！

運
転
免
許
証
更
新
時

講
習
の
ご
案
内

性暴力を なくそう性暴力を なくそう
～４月は若年層の性被害予防月間です～

違反講習 ９時45分
優良講習 13時
一般講習 13時45分
初回講習 ９時45分

※ 講習は、警察署で免許更新の手続を済ま
せた後に受講してください。

場 所

実施日 ４月15日㈬

町公民館

●性暴力は年齢・性別にかかわらず起こります。

●ＳＮＳを通じて多くの子どもが性被害にあっ
ています。

●モデルやアイドルの契約をしたはずなのにＡ
Ｖの出演を強要される被害もあります。

●薬物やお酒を使った性被害の事例が後を絶ち
ません。

●痴漢・盗撮は重大な犯罪です。

ためらわずに相談を。警察相談ダイヤル#9110
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図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

移動図書館（図書館バス）

おはなしはらっぱ ☆お知らせ☆ボランティア
活動

お
す
す
め
の
新
刊

☆
特
集
展
示

「
春
に
し
た
い
こ
と

　本
が
応
援
し

ま
す
！
」

　
４
月
は
始
ま
り
の
季
節
。
や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
次
々
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
新

し
い
趣
味
や
、
旅
行
に
行
楽
。
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
お
部
屋
の
模
様
替
え
、
春
ス
イ
ー

ツ
。

　
じ
ぶ
ん
磨
き
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
じ

め
る
に
も
よ
い
節
目
で
す
。

み
な
さ
ん
の
春
め
く
気
持
ち
を
後
押
し

す
る
実
用
書
を
中
心
に
、
春
に
ち
な
ん
だ

文
学
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

▼
期
間
／
４
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

▼
展
示
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
今
月
の
休
館
日
／
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・

20
日
㈪
・
24
日
（
金
・
図
書
整
理
日
）・

27
日
㈪
・
29
日
（
水
・
昭
和
の
日
））

Ａコース　運行日／４月９日㈭・23日㈭
　　　　　　　　　５月７日㈭・21日㈭

Ｂコース　運行日／４月２日㈭・16日㈭・30日㈭
　　　　　　　　　５月14日㈭・28日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:45
弟子屈小学校 １0:00～１0:30
和琴小学校 １2:25～１2:50
屈斜路コタン １3:00～１3:20
川湯支所 １3:55～１4:１5
川湯の森病院 １4:20～１4:50
川湯温泉駅前 １5:00～１5:20
川湯中学校 １5:30～１5:50

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:50
美留和小学校 １0:20～１0:50
川湯支所 １１:１0～１１:30
川湯保育園 １１:40～１2:00
川湯小学校 １3:00～１3:30

老人ホーム倖和園 １4:40～１5:１0
弟子屈中学校 １5:30～１6:00

『
葬
式
坊
主
　
な
む
な
む
日
記
』

松
谷
　
真
純
／
著

『
ニ
ッ
ポ
ン
の
異
空
間

ふ
だ
ん
着
で
行
け
る
秘
境
』

関
口
　
勇
／
著

『
捕
食
　
欲
望
を
カ
ネ
に
変
え
る
ト
ク

リ
ュ
ウ
型
犯
罪
集
団
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」』

清
水
　
將
裕
／
著

『
集
中
力
を
爆
上
げ
す
る
カ
フ
ェ
イ
ン
の

教
科
書
』

田
原
　
優
／
著

『
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
す
べ
て
』

山
下
　
義
／
監
修

『
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ

イ
ラ
ス
ト
＆
デ
コ
ブ
ッ
ク
』

田
村
　
美
紀
／
著

『
グ
レ
タ
・
ニ
ン
プ
』
綿
矢
　
り
さ
／
著

『
青
青
と
い
く
』　
　
永
井
　
紗
耶
子
／
著

『
み
ん
な
の
笑
チ
ャ
レ
！
な
り
た
い
自
分

に
な
る
た
め
の
お
笑
い
入
門
』

矢
島  

ノ
ブ
雄
／
著

『
め
だ
ま
の
ス
ポ
ッ
ト
』田

中
　
達
也
／
著

☆４日／『たべるのだあれ？』『こぶたは大きい』
　　　　『おいしそうなしろくま』
☆11日／『りんごたべよう』
　　　　『ケーキをじょうずにわけるには？』
　　　　『もうあかん！』
☆18日／『もうすぐごはんなのに』
　　　　『はっはっはくしょーん』『バナナのはなし』
☆25日／『たべものはどうなるの』
　　　　『ひっひっひくしょーん』
　　　　『おかしになりたいピーマン』

時間／13時～　　場所／町図書館

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

14
日
㈫

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
３
日
㈮
・
17
日
㈮

テーマ たべるのだぁいすき！

そ
の
他
に
も
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
る
、
た
く
さ
ん
の

新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　中学１年のソラが、
父の残した「冒険」と
いう言葉に背中を押さ
れ謎解きの旅に出る。
舞台は新宿から函館、
小樽へ…。
　児童書ですが、大人
が読んでも心ふるえる
本格青春ミステリです。

八木　圭一／著

『謎解きトラベラーズ『謎解きトラベラーズ
ソラの事件ノート』ソラの事件ノート』

☆
町
へ
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
図
書
館
の
利

用
者
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
転
勤
な
ど
で
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
弟
子

屈
へ
よ
う
こ
そ
！
ぜ
ひ
図
書
館
へ
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
役
場
の
向
か
い
で
す
。

　
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
る
に
は
、
現
住
所
が

わ
か
る
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。
運
転
免

許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
は
０
歳
か
ら
作
る
こ

と
が
で
き
、
お
ひ
と
り
で
10
冊
ま
で
借
り
ら

れ
ま
す
。

　
便
利
な
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ

ス
」
の
こ
と
や
、「
図
書
館
バ
ス
」
の
停
留

所
の
場
所
な
ど
に
つ
い
て
も
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。

ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが

３月３日

 ３月３日、日本
郵便㈱北海道支
社（坂東秀紀支社
長）より美留和小
学校（齊藤靖恵校
長）に事業協力者
感謝状が贈呈さ
れました。

 同校の児童たちは、平成10年から花を植えたプランター
を約700メートル先の美留和郵便局へリヤカーで運び設置
する活動を続け、同郵便局のイメージアップに貢献。20年
以上にわたる地域の美化活動が評価されました。
 活動を見守ってきた前田航太局長は「子どもたちの成長
を間近で見られるのが嬉しい。」と、地域で子どもを育てる
大切さを語りました。

児童たちが支える地域の美化活動
美留和小学校に感謝状贈呈

感
謝
状
贈
呈
を
記
念
し
写
真
撮
影

２月13日

２月25日

 （特非）Ｄｕｌｌ Ｂｏｉ 
Ａｃａｄｅｍｙが主催す
る講演会「弟子屈町
の活性化を考える」
が2月25日、摩周観
光文化センターで
開催されました。

 講師はBBファームの顧問であり、発酵学の第一人者で
ある小泉武夫さんが務め、「発酵」を中心としたまちづくり
についての講話では、他自治体の成功事例などが紹介され
ました。
 講演会には德永町長ほか、町内外から約50人が参加し、
まちの活性化について考える機会となりました。

小泉武夫さんによる講演会
「これからの弟子屈町の活性化を考える」を開催
小
泉
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

 2月16日、令和７年
度北海道指導農業
士・北海道農業士称
号贈呈式が札幌市で
開催されました。
 指導農業士および
農業士とは、地域の
農業者や新規就農

希望者の育成指導に取り組む、北海道知事の認定を受けた
農業者を指します。今回町からは、猪狩農場の猪狩大智さん
が北海道農業士として認定され、同称号が贈呈されました。
 猪狩さんをはじめ、町内には延べ14人の指導農業士および
農業士が在籍しており、今後も農業振興のために次代の担い
手育成を積極的に行っていきます。

町に新たな農業士が誕生
北海道指導農業士・農業士称号贈呈式

農
業
士
の
認
定
を
受
け
た
猪
狩
さ
ん

２月16日

 川湯保育園（小
林史和園長）で2
月13日、年長児を
中心に食育の一環
としてパン作りが
行われました。
 園児たちは一年
間学んできた牛乳

について振り返り、地元の牛乳でバターから手作りしまし
た。自分たちでこねて焼き上げたパンは、普段ともに過ご
している園児たちやお世話になっている先生方へ、日頃の
感謝の気持ちを伝えるおもてなしとしてプレゼント。酪農
の町ならではの食育を通して、感謝やおもてなしの心を育
む特別な体験となりました。

感謝の気持ちをたっぷり込めて
園児が手作りパンでおもてなし

焼
き
た
て
の
パ
ン
を
味
わ
う
園
児

た
ち

 ３月５日、第64回全国青年
農業者会議が東京都で開催さ
れ、町の農業者である乾希生
さんが意見発表部門の北海道
代表として出場しました。
 乾さんは、これまでの農業
への取り組みや、今後の新規
就農への思いを堂々と発表し
ました。今回は入賞には至り
ませんでしたが、北海道代表
として全国の舞台で発表を

行った経験は、大変意義深いものとなりました。乾さんの
今後のさらなる活躍が期待されます。

全国の舞台で農業への思いを発表
第64回全国青年農業者会議に出場

全
国
の
舞
台
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
乾
さ
ん

３月５日
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園児たちが作ったひな人形と記念撮影（川湯保育園） 三人官女に扮した園児たち（こども園）

慎重にボール運び（川湯保育園）

紙吹雪でお祝い（こども園）

弟子屈小学校の小林教諭に
教育実践表彰

道徳教育の取り組みが評価

　
北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
北
海
道
教
育
実
践
表
彰

に
弟
子
屈
小
学
校
（
佐
藤
義
行
校
長
）
の
小
林
拓
未
教

諭
が
選
ば
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
２
月
25
日
、
同
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
行
う
若
手
教
職

員
の
奨
励
や
学
校
教
育
の
向
上
・
活
性
化
を
目
的
に
、

道
内
の
学
校
教
育
に
お
い
て
優
れ
た
実
績
活
動
を
行

い
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
教
職
員
や
学
校
を
表
彰
す

る
制
度
で
す
。
令
和
７
年
度
の
受
賞
者
は
32
人
、
う
ち

釧
路
管
内
の
受
賞
者
は
2
人
で
、
小
林
教
諭
は
道
徳
教

育
や
特
別
活
動
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

表
彰
に
至
り
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
内
気
な
生
徒
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
意
見
の
共
有
を
図
る
な

ど
、
随
所
に
工
夫
を
取
り
入
れ
た
教
育
を
展
開
。
ま

た
、
家
族
愛
や
思
い
や
り
、
自
然
愛
護
を
通
し
児
童
の

価
値
理
解
・
他
者
理
解
な
ど
を
深
め
、「
み
ん
な
が
自

分
の
考
え
を
持
て
る
道
徳
」
の
実
践
を
日
頃
か
ら
意
識

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

道
教
育
庁
の
伊
藤
直
人
釧
路
教
育
局
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
小
林
教
諭
は
、「
先
輩
教
員
や
同
僚
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
に

し
っ
か
り
還
元
し
、
素
敵
な
教
員
を
目
指
し
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰状の伝達を受ける小林教諭（左）

　
川
湯
保
育
園
（
小
林
史
和
園

長
）
と
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う

（
髙
野
龍
彦
園
長
）
は
３
月
３

日
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
な
祭
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
、
先
生
方
か
ら
ひ

な
祭
り
の
由
来
や
ひ
な
あ
ら
れ
の

色
の
意
味
に
つ
い
て
お
話
を
聞

き
、
み
ん
な
で
ひ
な
祭
り
の
歌
を

元
気
に
歌
っ
た
後
、
道
具
を
使
い

な
が
ら
ひ
な
あ
ら
れ
を
模
し
た
ボ

ー
ル
を
お
内
裏
様
と
お
雛
様
の
か

ご
ま
で
運
ぶ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
ど
も
園
で
も
同
様
に
、
先
生

方
か
ら
お
雛
様
の
モ
チ
ー
フ
や
ひ

な
人
形
の
特
徴
に
つ
い
て
聞
い
た

り
、
お
内
裏
様
役
と
お
雛
様
役
の

先
生
に
紙
吹
雪
を
撒
い
て
お
祝
い

し
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
春
の
訪

れ
を
感
じ
な
が
ら
ひ
な
祭
り
の
催

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ひ
な
人
形
を
前
に
記
念
撮
影
を

し
た
両
園
の
園
児
た
ち
は
、
華
や

か
な
ひ
な
人
形
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

同校の同僚たちと記念撮影

ひな祭りを実施
健やかな成長と幸せを願い
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町の話題

CloseUp Topics



information

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

春
か
ら
初
夏
に
向
け
て
カ
ラ
ス
の

巣
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で

は
電
柱
に
も
巣
が
作
ら
れ
ま
す
。
巣

の
材
料
に
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
針
金
な

ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
電
線
に
触
れ
る
と
停
電
の
原
因

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た

時
は
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐

０
６
‐
０
６
８
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
ま
で
。

川
湯
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
休
館
日
変
更

　
川
湯
屋
内
温
水

プ
ー
ル
は
、
こ
れ

ま
で
月
曜
日
お
よ

び
火
曜
日
を
休
館

日
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
よ
り

火
曜
日
お
よ
び
祝

日
に
変
更
し
ま

す
。
ご
利
用
の
際

は
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
十
分
に
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
川
湯
屋
内
温
水

プ
ー
ル
☎
４
８
３
‐
２
０
７
２
。

えらんで きゅう×きゅう セール

▼期間／４月１日㈬～30日㈭

▼実施内容
上記期間中、加盟店で500円以上のお買い物をされるとスタ
ンプを１つ押印します。違う２つのお店を回りラリーを完
成させると「きゅう×きゅうクイズ」への応募が可能にな
ります。ラリー用紙にあるＡ枠、Ｂ枠の「球技」欄にお好
きな「球技」をそれぞれ選び、加盟店へご応募ください。

▼賞品

内容について変更の場合がございますので詳しくは新聞折込等チラシで
ご確認下さい。

2026'４月のイベント案内

協同組合  摩周湖スタンプ会協同組合  摩周湖スタンプ会☎４８２‐５７７０
弟子屈町商工会内

☆ぴったり賞☆　当会が抽選した｢Ａ枠｣・｢Ｂ枠｣の｢球技｣と順序
が同じ方になんと！！15万円の商品券を進呈。
（当選者が多数の場合には、当選者数で均等
割り。）

☆特　別　賞☆　ぴったり賞の｢Ａ枠｣・｢Ｂ枠｣の｢球技｣のいず
れかが同じ方の中から抽選で20名様に1,000
円のお買い物券を進呈。

☆ラッキー賞☆　いずれにもはずれた方の中から抽選で50名
様に100ポイントを進呈。

（広告）

川湯川湯屋内温水プール屋内温水プールからのからのお知らせお知らせ
☎４８３☎４８３‐２０７２２０７２

４月４月

● 10時～17時 (月 ･ 水 ･ 木 ･ 土 ･ 日曜日)
● 10時～20時（金曜日）　
　　　　　　　正午～13時まで毒のため閉館

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料用料

●  ７、14、21、28・29日
※ 休館日が変わります！　毎週火曜日・国民の休日が

休館日に変更になります。

開館時間館時間

休館日館日

がんばれ水泳教室 （25メートル泳げる成人）

◇日時／⑨、⑯、㉓、㉚日 10時30分～11時15分
※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中運動教室 （成人どなたでも参加できます）

◇日時／⑨、⑯、㉓、㉚日 10時30分～11時15分
※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（成人どなたでも参加できます）

◇日時／10、17、24日 10時30分～11時15分

水中エアロビクス教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／11、18、25日 13時30分～14時15分

ナイトフリー教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／10、17、24日 19時～19時45分

親子水泳教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／12、19、26日 10時30分～11時15分

ラッコ水泳教室 （町内在住の幼児４歳～５歳まで）

◇日時／11、18、25日 10時15分～11時

ジュニア水泳教室
（町内在住の小学生対象・町内在住の新規小学生対象）

◇日時／11、18、25日 11時10分～11時55分

フリー教室 （町内在住の方）

◇日時／８～13、15～20、22～27、30日 
　　　　 13時30分～15時

水▶月
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巡
回
児
童
相
談
の
お

知
ら
せ

　
釧
路
市
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回

児
童
相
談
が
今
年
度
、
町
内
で
２
回

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
巡
回
児
童
相
談
は
、
児
童
相
談
所

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の

児
童
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
市

町
村
を
巡
回
し
助
言
や
指
導
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
（
申
込
期
限
）

第
１
回
／
６
月
２
日
㈫
　
10
時
30

分
〜
15
時
45
分
（
４
月
24
日
㈮
ま

で
）

第
２
回
／
令
和
９
年
１
月
13
日
㈬

11
時
〜
15
時
15
分
（
11
月
27
日
㈮

ま
で
）

▼
場
所
／
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー

▼
内
容
／
療
育
手
帳
の
取
得
（
新

規
・
更
新
）、
発
達
相
談

　
※
人
数
調
整
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

❐
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
８
２

‐
３
０
９
３

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
市
民
審
査
員
募
集

▼
日
時
／
６
月
13
日
㈯
９
時
30
分
〜

19
時
、
14
日
㈰
９
時
30
分
〜
21
時

の
中
で
３
時
間
程
度

▼
場
所
／
札
幌
市
中
央
区
大
通
公
園

周
辺

▼
活
動
内
容
／
Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞
の

審
査

▼
申
込
／
４
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮
　

公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
申
し
込
み
（
郵

送
、
F
A
X
で
の
応
募
不
可
）

　
※
審
査
員
は
抽
選
に
よ
り
決
定

❐
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
／
Y
O
S

A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委

　
員
会
☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３

　
５
１
　
〒
０
６
０
‐
０
０
０
１
　

　
札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

　
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

に
お
け
る
海
の
事
故
防
止

海
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
親
し
む
際
は
、

•
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着

用
。

•
足
元
に
注
意
し
、
滑
り
に
く
い
靴

の
着
用
。

•
単
独
行
動
を
さ
け
、
複
数
人
で
行

動
。

•
常
に
連
絡
体
制
を
確
保
し
、
緊
急

時
は
す
み
や
か
に
１
１
８
番
へ
通

報
。

船
を
運
航
す
る
際
は
、

•
海
に
出
る
前
に
、
発
航
前
検
査
を

実
施
。

•
航
行
中
は
、
常
時
適
切
な
見
張
り

の
徹
底
。

•
万
一
に
備
え
て
、
救
助
支
援
者
の

確
保
を
忘
れ
ず
に
。

最
後
に
、

　
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
て
か

ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保

安
部
☎
０
１
５
４
‐
２
１
‐

５
５
７
５

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

春
か
ら
初
夏
に
向
け
て
カ
ラ
ス
の

巣
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で

は
電
柱
に
も
巣
が
作
ら
れ
ま
す
。
巣

の
材
料
に
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
針
金
な

ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
電
線
に
触
れ
る
と
停
電
の
原
因

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た

時
は
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐

０
６
‐
０
６
８
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
ま
で
。

川
湯
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
休
館
日
変
更

　
川
湯
屋
内
温
水

プ
ー
ル
は
、
こ
れ

ま
で
月
曜
日
お
よ

び
火
曜
日
を
休
館

日
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
よ
り

火
曜
日
お
よ
び
祝

日
に
変
更
し
ま

す
。
ご
利
用
の
際

は
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
十
分
に
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
川
湯
屋
内
温
水

プ
ー
ル
☎
４
８
３
‐
２
０
７
２
。

４月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、文化センターにあらかじ
めお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
区
分

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
〇 ◎ 休 〇 ◎ 休

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
区
分

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
〇 ◎ 休 〇 ◎ 休 休

生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

今月の主な行事予定

施設利用者さまへのご連絡

16日㈭ 釧路湖陵高等学校宿泊研修
17日㈮ 釧路北陽高等学校宿泊研修

19日㈰･20日㈪ 網走桂陽高等学校宿泊研修

※アリーナご利用の際は上靴をご持参ください。
※ 施設利用後のお忘れ物や落し物が増えております。
　お心当たりのある方はお問い合わせください。
※ＧＷ中の５月４～７日は休館日となります。

ＹＯＳＡＫＯＩ
ソーラン祭りＨＰ
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（広告） （広告）

入居者を募集します宅営町 住
　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／４月１日㈬～８日㈬
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／５月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入で住宅料が変動）、ただし単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

公募対象住宅一覧表

住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

高栄４丁目６番（４階建・４階） Ｓ52
※Ｈ26リフォーム済 ３ＤＫ 15,300～22,800円 210円 １

高栄４丁目６番（４階建・３階） Ｓ52
※Ｈ27リフォーム済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 220円 ２

高栄４丁目６番（４階建・４階） Ｓ53
※Ｈ28リフォーム済 ３ＤＫ 15,200～22,700円 320円 １

高栄４丁目６番（４階建・４階） Ｓ54
※Ｈ29リフォーム済 ３ＤＫ 16,100～23,900円 120円 １

川湯温泉４丁目16番（３階建・１階） Ｈ13 ２ＬＤＫ 23,100～34,400円 1,080円 １

川湯温泉４丁目16番（２階建・２階） Ｈ16 ３ＬＤＫ 25,100～37,300円 1,330円 １

川湯温泉４丁目２番（４戸長屋・平屋） Ｒ７ １ＬＤＫ 18,800～28,100円 1,140円 ２

川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,000～31,200円 710円 ２

川湯温泉４丁目３番（３階建・１階） Ｈ７ １ＬＤＫ 14,500～21,500円 880円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・３階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 880円 １
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（広告） （広告）

申し込み・問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２-２９３６（課直通）

問い合わせ先／（一財)自然公園財団川湯支部☎４８３-２５６７

▶場　　所　摩周３丁目488番地８　　　▶区画面積　1区画　１00㎡（23区画）
▶使用期間　５月中旬から１0月下旬まで　▶使 用 料　1区画　3,000円／年
▶対　　象　定期的に農園を使用・管理できる方
▶募集期間　４月1日㈬～24日㈮
▶申し込み　�役場農林課・川湯支所にある申込書に必要事項を記入し、
　　　　　　役場農林課に提出してください。
　　　　　　※申請書はホームページからもダウンロードできます。

　摩周湖カムイテラスと硫黄山MOKMOKベースでは、５月1日㈮から１0月3１日㈯までの期間は料金を徴収し
ていますが、今年度についても町民の方に限り、繁忙期である５月と８月を除いて、駐車場を無料でご利用で
きます。駐車場を利用される町民の方は、町民であることがわかるもの（例／運転免許証・健康保険証など）
を料金所でご提示ください。
　摩周湖や硫黄山は本町の代表的な景勝地ですので、この機会にぜひ、阿寒摩周国立公園の雄大な自然をお楽
しみください。

町民農園

無
料
化

　今年も５月中旬より〔町民農園〕がオープンします。
　町民の皆さんの交流の場として、気軽に農作業と収穫の喜びを体験してみま
せんか？

町公式HP

利用者募集!

駐車場料金を
町民限定！
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日々の活動を
発信中!

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第3金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く

ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

協力隊の近況を

お知らせします！

第127回

協力隊
通信

〇季節の行事
　全国的にインフルエンザなどの感染症が流行のピークを迎えています。手洗いうがいを徹底し予防に努め
たいです。
　さて、２回目の協力隊通信です。今回は最近のこども園の様子をお伝えします。３月３日、園ではひな祭
り会を行いました。幼児教育では、こういった季節の行事を大切にしています。ただおいしい食事を楽しむ
だけではなく、伝統行事の由来や意味を知り継承し行くことは、日本人であるというアイデンティティ形成
につながり、四季の移り変わりを体感することで豊かな情緒と感性の育ちを促します。また、行事食や制作
活動を通して、想像力を刺激し表現力を養います。子どもが制作物を持ち帰り、会の話をお母さん、お父さ
んにすることで、さらに家族の絆を深めることにもつながっているのではないかと思います。園では、子ど
もたちが行事に限らずさまざまな体験ができるよう、毎日工夫を凝らした保育をしています。私自身も学び
の多い毎日です。

〇入園、進級おめでとうございます！
　新年度が始まり、皆さん新しい生活が始まっていることと思います。
園でも、担任の先生やお部屋が変わり、戸惑っているお子さんもいると
思います。例えば、私が急に海外に一人残され、生活してね。と言われ
たら、どんな気持ちになるだろうか。誰を頼っていいのか、どこに行け
ば助けてもらえるのかもわかりません。もしかすると言語がわからず、
思いが伝わらないかもしれない。大の大人でも不安で泣き出してしまう
かもしれません。子どもたちにとって、新しい環境に飛び込むというこ
とは、こういうことだと思っています。だからこそ、４、５月は不安な
気持ちを十分に理解しながら、しっかりと受け止めることを大切に関り
ます。大切なわが子を預ける保護者の皆さんにも安心してお仕事を頑
張っていただけるように、そして子どもたち自身にも、園が安心できる
楽しい場所だと思ってもらえるように、しっかりと努めたいと思います。

企業研修型保育教諭 大
おお

橋
はし

舞
まい

認定こども園ましゅうの近況について認定こども園ましゅうの近況について

雪だるま作り特訓中です！雪だるま作り特訓中です！
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※ お誕生、お悔やみは、３/１～３/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載していま

す。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

●人口計　6,304 人　（－12）
　　男　　3,050 人　（－10）
　　女　　3,254 人　（－２）
●世帯数　3,665世帯（－11）

人のうごき
【令和７年２月末現在】

 お悔やみ申し上げます

池田　栄子さん（100歳）泉２丁目

前田　　功さん（83歳）　川湯温泉１丁目

大坂　政昭さん（66歳）　鈴蘭１丁目

海保眞智子さん（67歳）　鈴蘭５丁目

佐伯　　学さん（56歳）　川湯温泉４丁目

髙橋　博海さん（91歳）　泉２丁目

窪田ヨシ子さん（101歳）泉２丁目

森田　　修さん（80歳）　朝日３丁目

渡　　昤子さん（88歳）　川湯温泉４丁目

森田　　薫さん（87歳）　鈴蘭５丁目

 お誕生おめでとうございます

加藤　詩
こと

葉
は

ちゃん　女　（利器）　美里５丁目

令和８年度  春の火災予防運動

住宅用火災警報器　設置していますか？点検していますか？
全ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられています。

▶点検は定期的に
　本体のボタンを押すか、付属の紐を引きます。
　正常な場合、正常を知らせる音声や警報音が鳴ります。
〖電池を交換しても反応しない場合は、すぐに本体を交換しましょう！〗

『急ぐ日も『急ぐ日も 足止め火を止め足止め火を止め 準備よし』準備よし』

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ０件
救　急 75件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

令和８年３月１日までの出動件数

▶交換の目安は10年
　設置年数は、設置時に記入した設置年月や交換時期で確認できます。
　記載がない場合は、製造年でおおよその設置時期がわかります。
　〖設置から10年以上経過している場合も交換しましょう！〗

　４月20日㈪～30日㈭までの間、春の火災予防運動を実施します。
　この運動は、町民の皆さんに防火意識や防災行動力を高めていただくことにより、火災の発
生を防ぎ、万が一発生した場合には被害を最小限にとどめ、火災から尊い命と財産を守ること
を目的としています。

全国統一
防火標語
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寄附ありがとうございます

❑（一社）摩周湖観光協会　会長　渡辺　隆幸　様
　現金138,000円
　・�令和７年度アトサヌプリトレッキングツアー寄附
金として、産業振興事業に役立ててほしい。

❑旭・日の出自治会　様　
　ガス用五徳コンロ１台、ガス用３升釜１個
　・福祉センターで使用してほしい。

❑勝呂　光男　様（泉３丁目）　
　現金200,000円
　・町のため、医療事業などに活用してほしい。

❑ふるさと納税　2,094件　40,948,500円


